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到
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本
書
の
劈
頭
，に
於
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>
て
、
人
類
の
進
步
は「

我
れ
，等
の
能
ヵ
の
個
人
的
發
達
に
於
い
て
嘗
察
が
ら
态
、
と
等
し
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一
般
法
則H

從
ふ
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？

蒙

。
即
ち
、
1
農
ん
で
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會
を
成
せ
る
多
數.Q

個
人
に
在
つ
て
同
時
に
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察
せ
ち
れ
，た
る
發
籠
の
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の
結
粜
な
る
が
他
で
あ
る
。
而
も
、
あ
ら
沙
る
瞬
間
.の
現
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す
る
結
果
は
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れ
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先
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_
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し
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れ
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れ
に
影
響
す
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斯
く
で
歷
史
的
输
攝
は
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の
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序
を
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示
し
、
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ら
ゆ
る
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去
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峙
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が
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及
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营
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に
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れ
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し
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に
向
つ
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迪
め
た
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を
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に
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又
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け
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猶
ほ
該
階
段
を
越
ぇ
.て
ょ
く
典
の
魅
カ
若
し
く
暮
カ
を
張
る
こ
と
が
認
め
ら
1
る
0

蓋
し
、
娃
れ
等
の
謬
想
を
破
棄
す
る
.に
必
要
な
■る
眞
理
が
承
認
せ
ら
れ
て
後
も
、
.畏

く

、
，
.人
々
は
其
の
幼
時
、
其
の
國
家
及
び
、其
め
生
. 

活
す
る
時
代
の
謬
想
を
保
持
す
る
が
故
で
あ
る
。(ibid., 

p. 

s
o
o 

.

腾
言
す
れ
ば
>
谳
ベ
て
の
國
土
匕
於
ぃ
て
、
又
總
ベ
で
の
時
期 

に
在
っ
て
、：
人
々
の
相
異
れ
る
階
級
め
敎
育
程
度
に
從
ひ
、
文
彼
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の
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史
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等
し
ズ
、
最
初
の
人
間
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會
が
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成
る
家
族
で
あ
っ
た
こ
と
、
並
び
：に
長
期
に
亙
れ
るH

親
の 

M
意
'^
^
裏
な
ら
し

.:
^
*:
坐
兒
發
長
き
幼
^'
■
が

：

淚
的
情
操
發
達
め
第
：

1

源̂

逍
^

_

£逆
€
主

張

：す

暮1
容
易

-
 

に
生
活
し
得
る
土
孃
の
上
に
居
を
定
め
‘た
家
族
は
.、
後
に
到
つ
て
增
殖
し
、
土

族(
p
e
u
p
l
a
d
e
)

、
と

爲

る

こ

ど

が

あ

つ

た

，で

^
ら
ぅ
。~ 

(ibid.,.p‘ 

2
1.
-
2
2
0
0

武
器
^
製
造
し
ノ
食
物
を
調
理
し
、
這
般
の
.調
理
に
、要
す
る
厨
具
を
取
得
し
、
‘新
た
な
る
多
の
を
取
#
す
^
こ 

と
.能
は
ざ
る
季
節
の
爲
め
の
蓄
へ
と
し
て
是
れ
等
の
食
物
を
保
#
ず
名
術
の
如
き
、
ft
も
單
桃
な
る
欲
望
に
充
.て

ら

れ

た

技

術

は

"

持

 

續
的
集
合
の
最
初
.の
成
果
で
あ
り
、
.又
人
間
社
会
を
ノ
動
物
0
多
く
0
_
屬

に

在

：
っ
て
：
形

成

せ

：ら

'る
\
社
，會
ょ
り
區
別
す
る
第』

の
#
 

'質
で
あ
る
い
.(i

b
i
f
p
.

 

2
2
0
0

 

- 

> 

メ
：
：

:
„ 

: 

X 

.
.-
' 

‘ ：： 

.
 

■

• 

.

.

.

. 

.
.
.

/
- 

.... »
 

, 

r

古
版
鸫
濟
書
解
妞 

.

.
く 

.

.
七1

C
l
U
1

九)



:
,
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:
:
'
.

r-
;
:
_

.斯
く
の
如
き
±
族Q.

或
る
もQ

に
在
つ
て
は
、
I
人
は
小
屋
の
周
圍
に
货
い
て
、
榮
養
に
資
し
且
0
狩
獵
及
び
漁
蓉
產
物
を
補
充 

-

す
る
植
物
を
耕
作
す
‘る
。
大
地
が
自
然
に
植
物
性
榮
養
物
を
唑
ず
る
地
方
に
形
成
せ
ら
れ
た
他
の
も
の
に
於
い
ズ
は
、
之
れ
を
搜
し
牢 

め
，叉
猓
集
す
る
の
注
意
が
野
蠻
人
の
時
間
の
一
部
を
占
め
る
。(

-g
f*
•?
.2
0

0
而
A

要
す
る
に
、
文
明
の
，最
初
の
，狀

態

は

、
世
、 

の
武
器
及
び
若
干
，の

.家
具
を
製
作
I
、
又
住
所
を
建
て
蒞
し
く
は
掘
含
組
笨
な
蠢
術
を
.除
い
て
は
、
何
等
の
.技
術
.f
知
る
こ
，と 

■の
な
い
#
獵
及
び
漁
撈
に
.ょ
つ
•
て

生

存

し

つ
V
,

ぁ
る
少
*
の
人
々
.
.の
社
會
の
其
れ
で
ぁ
る'o

然
し
.な
が
ら
、
彼
れ
等
杜
旣
に
彼
れ
等
の 

欲
望
を
傅
達
す
る
が
爲
め£

1

日
語
と
彼
れ
等
の
行
爲
，の
一
般
準
則
が
則

.か
る

、
少
數
ぬ.道
德
觀
念
を
有
し
、
象
族
の
中
に
坐
活
し
、
法 

.#
の
代
用
を
爲
す
一
般
的
潛
慣
に
服
し
.、
.又
、
幼
稚
為
る
政
治
形
態
を
有
し
て
■

§
た
.の
で

蓄

。(
i
b
f

 p. 5
0
。
：

第
二
期
は
、
食
料
及b

衣
料Q
更
ら
に
大
な
る
高
に
對
す
る
要
求
に
應
ず
る
が
爲
め
にg

物
嘉
養
す
る
を
以
つ
て
特
微
と
す
るo 

O

F
 P. 

3
0
0
0
各
家
族Q

■

は
平
等
に
增
加
す
る
と
と
を
播
な
か
つ
た
が
爲
め
に
、
富Q

相
違
が
生
ず
る
こ
t

爲
つ
たO

が
• 

把
於
い
て
平
、
或
.る
人
が
"
佝
等
の
家
畜
_を
も
有
す
る
こ
と
な
く
又
是
れ
等
，の
も
の
、
必
要
と
す
る
注
意
を
行
ふ
が
爲
め
に
电
の
時
と
. 

カ
と
を
捧
ぐ
.可

き

他
€>
者
士
、
其
の
家
畜
.の
所
產
を
分
割
す
る
の
道
が
案
出
せ
ら
れ
たo

嵌
に
於
い
て
、
若
く
し
て
雷
優
れ
た
る
個 

人
の
勞
働
は
S

生
要
取
つ
て
暴
に
必

f

美

服

S

.9

價

値

翁

す

乏

覽

せ

ら

れ

"
.而
し
5

S
讓
を
殺
す

こ
と
な
く
し
て
"
之
れ
を
奴
_
と
し
て
保
留
す
る
の
習
慣
が
發
生
し
た
0
0
狂
4
.
,
1
>
‘
3
2
.

)

0 

'

.
糧
々
な
.る
欲
蠢
足
に
使
用
せ
ら
る
、
物
品
、
之
れ
を
準
備
す
る
に
.役
立
づ
逭
具
が
多
樣
の
度
:|
:
靖
1
、
.是
れ
等
€>
.も
の
1
分
配
が 

不
平
等
の
庚
を
加
へ
た
こ
i

、
交
換
を
增
加
し
、

IM
,し
て
眞
君
商
業

I

ん
‘だ
。
そ
は
共
通
の
尺
度
、

s

l

f
必
f

感 

ぜ
し
む
名
I

な
べ
し
て
鑛
馨
ら
る
、
I

を
得
な
か
.つ
た
。.
I

,
 

P. 33.)

ヶ

±
族
は
一
層
多
激
と
爲
つ
た
ぬ
同
時
に 
一
I
 

翁
に
其
め
家
畜
を
飼
養
す
る
.が
爲
め
，に
、
其Q

住
居
は
、
定
著
f

れ
た
際
に
は」

棼

離

.せ
し
め
ら
れ
’
或
ひ
は
又
、
彼
れ
等
の
随

致
せ
；る
動
物
の
，一
定
種
を
し
て
重
荷
を
馱
し
若
し
く
は
牽
く
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
發
見
せ
ら
る
、
と
共
に
、
共
の
住
.居
は
可
動
时
野— 

營
に
變
ぜ
し
め
ら
る
X
の
で
あ
る
。
e
gわ
，P. 33-34.)

o
多
數
の
家
畜
、
大
勢
の
奴
隸
女
所
有
し
、
ょ
り
貧
困
な
る
人
民
の
夥
し
き 

數
を
自
己
•の
用
に
使
用
せ
る
家
族(

f
a
l
e
)

の
酋
長
は
、
一
興
の
部
族(tribu)

の
首
長
の
椒
威
を
享
受
し
、
同
様
に
斯
.く
の
如
き
漭 

は
又
民
族c

l
i
o
n
〕

の
'首
長
の
^
れ
を
享
受
す
る(

少
く
と
も
.、
年
齡
、
•經
驗
、、
勳
功
.に
基
け
る
#
敬
が
彼
れ
等
に
名
望
を
興
へ
た
‘る 

時
に
は)

。(ibid., P. 3
4
0
。

財
産
及
び
其
の
權
利
に
關
す
る
繁
は
，j

層
大
な
る
職
圍
と
明
®
挫
と
に
到
達
し
た
。
相
續
財
產
€>
• 

分
割
は
一
脎
重
要
，と
爲
つ
た
が
爲
め
に
、
之
れ
を
確
宛
的
準
則
に
服
せ
し
む
る
の
必
要
が
存
し
た
0,
.

(ibid.,, p. 3
5
0
。：

家
畜
.に
對
し
、 

,;他
の
:%
.の
祀
比
^
輩

1
:1-
優
良
_な
る
如
若
：し
ー
族
豐
甯
な
ま
麗
秣
を

_
^'
る
士
^̂
^

3
7
0。
製
沃
な
る
地
方
、
患
ま
れ
た
る
氣
候
に
於
い
て
は
、
土
地
.の
同
一
面
積
は
、
穀
物
に
於
い
て
、
银
實
に
於
い
て
、
菜
根
に
於
.い 

、
て
、
牧
場
と
し
て
使
用
せ
.ら
る
i
場
合
ょ
り
も
、
多
數
の
人
々
を
養
ふ
所
の
も
め
を
生
產
す
る
。
從
つ
て
、
土
孃
の
性
質
が
這
般
の
鉼 

■作
を
し
て
餘
り
に
困
難
な
、b
し
む
る
こ
と
，の
‘な
い
場
合
-
收
畜
民
に
i
つ
て
旅
行
用
若
し
く
は
運
搬
用
に
供
せ
ら
れ
た
と
同一

の
動
物 

を
之
れ
に
使
用
す
る
の
方
法
が
發
見
せ
ら
れ
た
場
合
、
農
具
.が
或
る
，程
度
の
完
成
を
見
た
場
合
に
は
、
農
業
ば
最
も
豐
富
な
る
生
活
資 

料
の
■嵌
源
、
人
民
の
第一

の
‘仕
事
と
爲
り
、
而
し
て
人
類
は
第
三
期
に
到
達
す
る
。(ibid.,_ 

p
‘
.
3
oo
0
。

,

r 

0 

! 

.

ノ 

著
者
は
第
三
期
.に
於
い
て
、
ア
ル
フ
ァ
べ
ッ
ト
文
字
.

Q

發
明
に
到
る
迄
の
農
秦
民
.(D
進
歩
を
叙
す
る
。
農
業
は
人
間
を
其
の
耕
作
す 

名
土
孃
に
朿
縛
す
る
。(ibid., 

p
_ 

4

0

0

各
々
0
土
地
.は
主
人
を
有
-し
ノ
其
の
果
實
は
唯
り
彼
れ
.に
の
み
屬
す
名
。
之
れ
を
準
備
せ 

る
ん
及
び
動
物
の
生
存
及
び
維
持
蓼
必
要
な
る
費
用
以
.上
に
出
.で
た
る
收
獲
は
、
地
生
に
、
彼
れ
が
如
何
な
る
勞
働
に
ょ
づ
て
も
購
ふ
：

0
:要
：
來

食

；部

ま

：
の
；
富

_

提

供

康

る

--
0
前

記

厕

社

：
會

狀

態

：
：
に

&

y 
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版
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濟
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解
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V.
て
の
必
要
な
る
技
術
を
行
，っ
た

‘。
然
る
：
に、' 
勞
働
を
行
ふ
，こ
と
な
く
し
て
共
の
土
地
の
收
益.
に
よ
，っ.
て
生
^
す
る
人
々
と
、へ
是
れ
等
の 

人
，‘々.
に
よ
0.
て
吏
拂
は
る
、
臂
銀
を
.以
っ
て
生
活
す
る.
他
め
#-
と
が
存
し
、
勞
働
が
多
様
と
爲
レ
、
技
術
の
過
程
が
一
曆
廣
大
且
っ
一
り 

庇
複
雜
A
爲
づ
た
時
*
共
同
の
制
益
は
纏
が
て
分
制
を
强.
要
し•
た
。
佩
人
0-
勤
勞
が
，よ

,1
)
少.
數
の
目
的
物
に
對
し
て
行
使
せ
ら
る
.、
時 

に
は-
、

一
層
完
成
'せ
ら
る
、
の
事
實
が
明
か.
と
爲
つ
た
。
1.
.
.
•?
■4

4
0
0
,

斯
く
て
、T

部
め
人
々
は
農
業
勞
，働
に
從
事
し
、
他
の
も 

の
は
道
具
を
製
作
^
た
。
家
畜
の
注.
意
、
家
內
經
濟
、
被
服
類
の
調
製
は
、
同
様
に
、
別
猶
の
業
務
士
爲
っ
た
。
義
が
て
諸
技
術
に
使 

用
せ
ら
る
C
實
體
が
增
加
し
、
而
し
て
'其.
の
本
質
が
相
異
れ
る
取
敬
法
を
要
求
す
る
と
共
に
，
此
の
，點.
に
於
’い
て
類
似
す
る
も
の
は
別 

箇
の
部
類
を
形
成
し
、
其
の
每
々
は
特
別
隙
級
の
勞
働
者
を
有
す
る
に
’至
る
。
商
業
は
獷
張
し
て
、
吏
ら
’に
多
數
の
物
品
を
i

し
，— . 

而
し
て
更
ら
に：

廣
大
な
る
地
域
よ
W
し
て
之
れ
を
取
将
じ
た
。
斯
く
し
て
义
、
货
の
唯一

の
業
務
が
、
保
存
し
，
輸
送
し
ー
利
潤
を
收
：'
 

,
め
て
砰
寶
す
る.
が.
爲
め.
に
貨
物
を
購
-^
す
る
に
在
る
他
の
偕
級
が
形
成
せ
ら
れ
た
。(

51
£:.
>
?
*&_
4
0\.)

0.
- 

.
此
の
第
三
期
は
社
#
的
、，
.
：宗
敎
的
及
び
政
治
的
制
度
が
確
，然

樹

立

せ

ら

れ

だ

時

期

，で
あ
っ
た
。

.
吾
人
.が
封
建
制
度
の
起
源
を
認
め
得 

る
の
も
亦
、.
此
の
時
期
で
あ
る
。•
そ
'は

「

我
れ
等
の
風
土
に
特
有
な
る
も
0
で
，
は

な

，
く

し

，
て

、

'文
明
以
同
1
時
期
に
於
い
て
、
又
、
戰 

勝
に
よ
づ
て
抵
鸛
的
不
平
等
を
確
立
せ
ら
れ
た
ー
ー
個
の
人
民
'に
よ

っ

，
、
て

同

I.

地
域
が
占
領
せ
ら
れ
だi

に
は
"
常
•に
、‘
此
ぬ
地
球
の
殆.. 

ん
ど
あ
ら
ゆ
る
他
0
部
分
に
於
い
て
も
、»
出
さ
^
、
災
害
で
あ
，る

」

。
0
江
-̂
5>
*'0
100. 

)

‘.

'

’第
四
期
0
‘全
部
は
節
臘
人
に
關
す
る
論
述
で
あ
る
6
自
己
を
神
々
の
子
と
呼
ん
で
、
北
ハ
の
憤
怒
と
‘其
の
罪
'惡
と
に
よ
っ
て
人
類
を
辱
、
 

，
し
め
た
諸
，王
を
嫌
..って
、
希
臘
人
は
諸
共
和
國
に
分
割
せ
ち
ゐ
_、
に
至
っ
た
。(

i
b
i
d
‘

，、
p
.
.
7
.
4

o,
o
僧
侶
の
’■職
^
は
斷
神
の
禮
拜
，に

限
• 

定
也
ら
れ
、
斯
<-
.て
.又
，
思
想
の
自
由
が
存
し
-た
。
_

(

佳

尹

p
.vi
:
6
.

)
o
#;
臌
人
の
恨
導
辤
は
傦
侶
に
非
ず
し
て
I
稗
學
^
で
あ
：
っ
だ
。 

贺
學
絜
决
人
間
及
び
神
々
の
本
性
の
兩
者
に
透
入
し
、
•世
界
及
び
‘人
類
の
起
.源
を
深
く
探
ら
ん
.こ
と
を
欲
し
た
。
彼
れ
等
は
"
總
べ
て

*

の
本
性
を
唯r

の
原
理
に
、
_叉
、
宇
{山
の
現
象
を
一
の
法
則
に
歸
せ
ん
こ
と
を
努
め
次
。
彼
れ
等
は
、
-行
爲

の

單

，一
な
る
準
則
の
中
に 

總
べ
て
の
.道
德
上
の
義
務
及
び
凰
の
宰
福
の
妙
諦
を
包
含
せ
，ん
こ
ふ
を
企
圖
し
た
？
a
o*
s:
:
p
.
7
7
^
. 

: 

• 

. 

.

.

.
• 

. 

,
.
:
‘

.
,
コ
ン
ド
ル
セ
ー
に
.從
へ
ば
、
.希
爾
人
.は
政
治
的
自
由
の«念
を
有
し
て
，居
.つ
た
が
、
而
も
是
れ
等
ね
觀
念
は
人
間
の
‘猶
利
に
碁

-^
^
;:
1 

の
で
.は
，な
く
し
て
、
各
階
級
の
權
利
の
上
に
匙
礎
を
有
す
芯
も
の
で
、あ
つ
.た
。r

彼
れ
等
の
.立
法
者
萼
の
0:
的

は

米

だ

理

性

の

上

に

"
萬
人 

.

♦か
平
等
に
苗
然
ょ
り
收
受
.せ
各
權
利
の
上
に
、
.普
遍
的
正
s
o,
準
則
の
上
に
、
■平
等
に
'し
て
自
I由
な
る
■人
間
社
會
の
堂
.宇
を
建
立
ず
る
‘ 

に
#
す
る
こ
と
能
は
ず
し
.て
、：.舉
に
.、
旣
に
存
在
し
.つ
、
板
る

一

肋
#
の
喂
農
的
成
員
が
、
其
の
自
由
5:
:
保
持
.し
、
不
茁
を
免
れ
て
坐 

活
し
、
而
し
て
.共
の
獨
立
を
保
證
す
シ
の
カ
を
外
に
.對
し
て
發
揮
ず
る
法
律
を
制
定
せ
ん
と
す
る
に
過
ぎ
な
か
つ
，た
'0(

&
:̂
ぃ
1
>
. 

9
2
.)。 

唯
り
知
識
を
取
得
す
る
の
ヵ
を
有
す
.る
富
絜
は
權
威
を
略
取
し
.て
貧
民
を
抑
腮
し
、
而
し
て
彼
れ
等
を
驅
つ
て
’往
々
偕
虫
の
腕
.に
其
，<£
>
. 

身
を
搅
ぜ
し
め
た
の
で
あ
る
。(

i
b
i
f
p
'
s
o
? 

.
 

• 

■

'
一
.國
の
組
織
及
び
其
の
立
法
と
農
工
商
と
の
根W

關
係
、
.
k<D
,繁
榮
：
勢
*'
_
由

に

及

ぼ

ず

基

れ

等

の

も

が

、
影

響

は

、

哈
悧

•、

,
 

版
潑
に
し
て
公
の
.利
益
を
念
と
す
る
人
民
の
法
意
を
免
る
、
こ
と
を
得
啟
か
つ
た
。
斯
，く
て
叉
、
彼
れ
等
.の
間
に
於
い
て
"
今
日
で
.は
- 

經
濟
學(€co

tf'onlie 

0
-&
t
i
q
u
e

)

の
名
に
ょ
，
つ
て
知

』

れ
て
ゐ'る
、
か
の
著
し
く
，廣
馎
に
し
て
有
用
な
を
術
の
最
初
の
形
跡
が
認
め
&: 

れ
る
。.(ibid., 

V 94
0
0
-

而
も
-
希
職
の
制
度
の
殆
ん
ど
總
べ
て
は
*
奴
隸
o
#在
と
、
市
埃
の
總
體
起
ヤ
の
公
所
の
中
に
召
集
す 

る
の
、可
能
性
を
想
定
す
る
も
の
で
耖
つ
て
、足
れ
に
由
つ
^.
そ
'は
近
化
國
象
，の
模
範
だ
る
を
得
ざ
，る

>̂
:
の
‘で
あ
る
0 .(

i
M
f

 P.-950O 

第
五
期
は
中
世
.の
始
初
に
到
る
古
代
の
續
論
で
あ
る
？
ァ
，_リ
ス
ト
テ
レ
‘
1
ス
，は
管

だ

、

に
總
べ
て
の
學
問
を
抱
擁
せ
る
'の
み
な
ら
ず
、 

篆
的
方
法
を
雄
辯
術
と
§

術
に
適
用
し
た
。
彼
れ
の
鞲
成
t
る
計
鐵
が
愈
々
廣
博
と
潙
る
に
述
れ
て
、
彼
れ
は
.益
々
：其
の
種
々
'な
っ 

る
部
分
を
分
離
し
而
し
て
，
一
脬
明

_
に
各
々
の
限
界
を
史
む
る
の
必
要
を
感
じ
た
。
而
し
て
\此
の
時
代
，ょ
り
し
て
辊
學
者
の
■大
部
分
>
- 

古
版
經
濟
羃
題
，
 

-

.

..
っ 

ノ 

七
五
，

(

u
l
r
Q
.



へ
句."

)

遭.
■.

:_.
WJ'-
r.

i
_文

全
'流
派
す
ら
、
避
れ
等
の
部
分
の
现
る
も
の
、
の
み
に
皇
を
限
定
■し
'^
の
で
あ
る
。(

菅

4

.101-102.

ン。
希
職
文
诉
の
亜
歷 

‘紫
乱
時
代
に
於
い
で
■は
ノ，

證

等

は

、
地
屮
海
と
亜
細
蓝
海
と
を
接
合
す
_る
通
商
に
由
つ
て
、
彼
れ
等
化
富
と
彼
れ
等
貧
ヵ
ゎ
大 

な
る
部
分
を
取
得
せ
る
を
以
つ
て
、
M
海
及
び
通
商
に
有
用
な
る
科
學
を
獎
勵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

つ

た

o〕
(

l

d
 

?103,Y
>

農 

辦
は
是
れ
迄
單
純
な
>
0憤
行
と
少
數
の
規
制
に
限
定
せ
、ら
れ
.て
居
卜
、、
後
者
は
僧
侶
に
よ
つ
て
人
揭
に
傅
へ
ら
る
^
に
際
し
て
皮
れ
等 

の
迷
信
に
よ
つ
て
S

せ
ら
れ
I

つ
た
。
■そ
は
希
臌
人
に
於
い
て
、.
而
し
て
®
ほ
其
れ
よ
り
も
以
上
.に
羅
馬
人
に

於

い

て
、

I

せ 

ら
れ
轰
要
技
術
と
爲
り
、
而
し
て
最
大
な
拿
者
が
其
の
價
齊
及
び
響
を
觉
集
す
る
に
努
め
た
0 (ibid., .P.1

0
9
0
。

機
械
的
技 

術

は

科

學

と

讓

せ

ら

る

、
こ

士

、
爲
り

.，、
S

導
は
其
の
作
業
を
檢
討
し
、
起
源
を
探
求
し
、
歷
炎
1
硏
究
し
'
種
々
な
る
地
卜
フ 

に
於
い
て
硏
究
せ
ら
れ
た
過
程
及
び
成
果
を
記
述
し
、
其

，の
観
察
を
取
り
纏
め
'.、

而

し

て

後

世

に

之

れ

文

傅

達

す

る

の

業

に

從

事

し

•希
職
諸
共
和
國
の
滅
亡
は
'又
政
治
科
學
の
滅
亡
を
來
さ
し
め
たo

ブ
ラ
，ト

ム

、

ア
リ
ス
ト
テ

‘レ
i

及
び
ク
セ
，
ス

フr

ン
の
後 

に
於
い
て
是
れ
^
の
も
の
は
殆
-
ど̂
符
學
の
體
深
中
に
包
含
せ
ら
る
乂
こ
と
な
き
に
苗
つ
た
。(

藍

c
. .P. 

120
.〕。

印
度
及
r
支
^
- 

を
除
外
す
る 

f

. ば
、
 

羅
摄
は
其
の
帝
國
を
*
人
間
の
精
神
が
其
の
最
幼
和
期
.の
磨
を
脫
却
せ
る
あ
ら
ゆ
る
國
民
の
上
に
瘸
張
し 

た
。
羅
馬
は
單一

な
■る
都
市
の
爲
め
に
鞲
成
せ
ら
れ
た
政
，治

組

織

を

大

带

國

に

擴

張

す

る

.の

.必

.要に，
驅られた時"不
斷
衣 

る

の

外
*
自
己
を
維
持
す
る
こ
と
.を
得
ず
し
て
、
纏

が

て

自

己

の

軍

隊

に

，よ
つ
て
破
壊
：せ
ら
れ
た
。

.羅
馬
人
の
野
心
は
彼
t
等
を
し
て
，
* 

羅
馬
に
在
つ
て
幸
運
へ
の
道
程
の}

つ
で
あ
つ
た
雄
辯
術
の
敎
師
集
臘
に
求
め
し
め
、
又
獨
有
的
に
し
て
洗
練
せ
ら
れ
た
る
素
に 

對
す
る
趣
味
、
富
と
聞
暇
ぷ
ら
生
ず
る
新
た
な
る
快
感
轰
む
念
•念
は
彼
れ
等
を
し
て
靈
人Q

技
術
及
び
其
Q

S
者
等
の
對 

話
1
す
ら
.求
め
し
め
た
-の
で
あ
る
が
、
而
も
、
科
學
、
.赞
學

及

び

綺

霉

に

關

す

る

技

術

は

羅

馬

の

土

壤

に

は

逾

せ

ざ

る

植

|

ぁ
っ
ぃ

た
。(ibid., p. 

1
2
2
0
0

斯
く
て
法
律
學
は
吾
人
が
羅
馬
人
に
負
ふ
唯
一
の
.新
科
學
で
あ
る
。(ibi

p-, 

p. 125.y 

被
征
服
國
の
人
民
、
不
幸
な
み
者
"
熱
烈
に
し
て
而
も
薄
弱
な
る
想
像
力
を
有
す
る
人
々
は
*
好
ん
で
司
祭
の
宗
敎(religions , 

sacerdaaies)

に
執
着
す
る
に
至
.っ
た
？
蓋

し

、
.吏
配

的

地

位

に

在

る

僧

侶

，の
利
益
は
、

■か
の
奴
隸
の
狀
態
に
*
っ

て

の

ヰ

^

、
，
現

窍
 

的
財
產
の
拋
棄
、
盲
目
的
服
從
に
對
し
、
受
儺
に
.對
し
、
：
任

意

的

疋
1.
;
.て
^
っ
辛
抱
强
く
忍
受
す
.る
苦
行
に
對
し
て
3

せ̂
：ら
れ
た
宠
：
 

國
に
於
け
A
報

酬

の

敎

理

：を
彼
れ
等

.に
鼓
吹
し
た
が
爲
め
で
あ
る
。
•斯
く
の
如
き
敎
理
は
抑
壓
せ
.ら
.れ
た
人
類
に
對
し
て
.著
し
く
魅
力
. 

的
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。(ibid., p. 

1
3
2
0
0

埃
及
及
び
猶
太
め
.二
十
宗
派
.は
協
力
し
て
帝
國
の
宗
敎
を
攻
離
し
た
の
で
お
る
が
、
而 

.も
相

等

し

き

激

し

さ

を

以

っ

て

互

に

相

鬪

ひ

、
遂
，に

ィ

H
K

の
宗
敎
の
勝
利
に
歸
し
た
の
で
あ
る
。
愚
れ
等
の
も
の
、
遺
物
か
ら
、
.漸 

次
、
が
'
.の
宗
敎
的
幻
想
家
の
集
.團
を
糾
合
せ
.る
歷
史
•
•信
條
、
儀
式
、
敎
訓
が
組
み
立
て
ら
•れ
た
の
で
あ
る
。(ibif 

p. 

1
3
3
.
V

帝 

國
が
其
の
勢
力
愈
々
微
弱
と
爲
る
と
共
に
、
基
督
教
は
愈
，々
急
速
な
る
發
達
を
遂
げ
た
。(ibid., 
V

1
3
3
-
1
3
4
0
0

截
ボ
敎
の
精
神
は 

頹
廢
と
禍
患
の
時
代
に
適
合
す
る
も
.の
で
あ
っ
た
。(ibid., 

p
.

1
3
4
0
°.
人
智
の
侮
蔑
&
基
督
敎
の
、
王
た
る
将
性
の
：

1
-で
あ

っ

た

。

(̂
»
そ 

;,
::
:
'
:

は
腐
求
各
懷
疑
0
轍
神
樣
恐
れ
た
0:
#
然
科
學
は
资
蹟
ぬ
威
功
此

;«
ず

ん

危

險

科
學
及
び
哲
學
の
兩
者
の
完
全
な
る
衰
頹
の
信
號
で
あ
っ
，た
。

’

(ibid., 

p
,
1
3
5
-
1
3
6
0

-9
/■
, 

:
:
:
.
:
’

逋

蟹

利

蓝

時
.代
：が
_

へ
.出

.:
1

>

:

_、ー
麗
學
重
料
顧
者
：<*
:

;

#

法̂
歲
ど
_

•書
館
は
是
れ
等
の
人
々
に
ょ
っ
て
充
さ
れ
た
。
含
あ
ら
ゆ
る
書
_

-0
推
稱
し
'且
っ
信
賴
し
得
る
の
程
度.$
:
.興
の
時
代
の
古
る
さ
と
之 

れ
を
了
解
し
發
見
す
る•の
闲
難
に
準
ぜ
し.め
-
諸
意
見
を
其
れ
自
身
に
據
る
こ
と
な
く
し
て
、
.，其
の
著
者
€>
'
名
聲
に
ょ
つ
で
刺
斷
し
、 

彼
れ
等
の
信
念
を
理
性
ょ
り
も.寧
ろ
權
威
■に
基
か
し
，め
た
時
代
、
略
言
す
れ
ば
、
か
：の
人
類
の
.衰
_

^
び

古

代

の

^

^

^

|

む

る

迤

し
 

く
誤
れ
.る
有
害
な
る
觀
念
の
行
は
れ
て
居0
だ
時
代
で
あ
っ̂

\(

设
2:
,
,
?
1
4
1
,

)

。

、
、
、
.

V  
ゾ'.
■■
:■'.

一;-
:

へ
：'
.

」

ベ
へ.'含



墓
經
濟
書
解
題 

，七
' 

，

(

二 

i
ハ)

' 

' 
」

：

，k
:
,
 
:
 
. 

\ 

:

-
-
.

.
-

-

.

.

.

.
■
 

•ノ 

• 

.

.

'■
.

.

.

.

.

.

.

第
广
*朋
は
人
揹
の
精
^
咏
其
の
卜
^
せ
る
高
所
か
ら
急
激
に
下
降
せ
る
‘不
祥
な
る
屮
世
初
肌
で
あ
^
ヴ
司
祭
の
暴
虐
と
す
人
の
雜 

橫
と
‘の
問
に
^
捧
せ
ら
れ
た
歐
羅
巴
は
、
新
た
な
る
文
化
が
自
已
を
自
由
と
人
道
と
德
義
と
に
«
,坐
せ
し
む
る
時
^
を
*
、と
淚
，の
_

 ̂

'待
カ
た
。(ibid., p. 1

4
4
0
0

而
も
.粃
の
間
に
於
い
て
齊
舣
隸
は
潰
滅
を
見
た
.
0
,
耕
作
地
の
隸
民
は
征
服
者
の
.土
地
を
軿
作
し
た
。 

，此

の

被

越

迫

階

級

に

ょ

つ
て
彼
れ
等
め
邸
宅
^

婢̂

を

供
給
せ
ら
ル
.た

o
..
.從
つ
.
.て
、
资

れ

等

は

戰#に
ょ
つ..て
奴
.識
を
求
：め

ず
1>

て
、±' 

地
^
植
民
地
と
を
求
め
た
の
セ
あ
る
夕
恶
督
敎
禮
德
の
.
.一，

部
を
構
成
せ
名
一
般
的
同
胞
愛
の
原
理
も
亦
、
奴
識
制
度
を
非
_
し
、
而
し 

て
、
僧
侶
は
此
の一

事
に
於
い
て
は• 

‘毫
も
箴
言
.に
背
反
す
¥-
含
政
治
的
利
害
を
見
な
.か
つ
_た
が
故
に
、
，其
の霧
に
ょ
づ
て

' 
他
の 

出
來
事
及
び
風
習
が
必
然
成
し
遂
げ
た
普
へ
潰
滅
に
助
力
し
た
。
.這
般
の
變
化
は
人
類
§

命
运
け
る
革
命

0
服
|

‘る
こ
と
が
明 

か
と
爲
つ
た
。
彼
れ
等
は
眞
の
自
由
の
知
識
を
之
れ
に
負
ふ
も
の
で
あ
■る
o
'然
し
な
が
ら
、：
個
人
の
境
涯
-に
及
ぼ
す
其
の
影
響
は
、

 ̂

‘
め
は
殆
ヘ
ん
友
感
知
せ
ら
れ
な
か
つ
た
。(ibid., 

p. 

146-14700 

:

'

，
西

洋

に

於

い

て

は

•
政
治
的
に
は
、r
此
の
時
代
は
封
建
的
無
政
府
.^
態
：(anarchs fsodale)

と
稱
せ
ら
，る
^
き
も
の
で
'あ
つ

て

、

子
を
宿
し
て
居
つ
た
。(Ibid., 

V152

ノ

)

o
單.
一
な
る
尊
制
君
主
の
下
に
結
合
せ
ら
れ
た
東
洋
に
於
い
て
は
、
衰
顏
は
西
洋
，に
比
し
て

緩
慢
で
あ
つ
て
、
且
つ
久
し
き
に
，互
つ
て
、
：さ
ま
で
一
般
的
で
は
だ
か
づ
た
が
、
而
も
酒
性
の
黎
明
は
コ
ン
ド
ル
セ
1
の
時
代
、に
到
名

も
猶
ほ
來
I

か
つ
た
。

<
1
.
, 

p:15_2, 

145. 〕

o
コ
ゾ
ド
ル
_セ
丨
は
其
の
敎
理
に
於
い
て
最
も
墙
純
で
あ
.り
、
其
の
簾
に
於
い

.て
、虛
妥
最
も
少
な
く
、
其
の
原
理
'に
於
い
て
最
も
肩
大
念
る
マ
ホ
メ
ッ
ト
敎
の
出
現
に
就
い
て
物
語
り
、
.又
，涵

比

31
人
€>
-

文

化

災

上
 

の
功
績
を
說
く
。(ibid.,- p. 

l
_-§
-
l:s
.
Y
> 

,

'
•

,‘第
七
，期

'̂
入
.っ
1
、
.重
い
み
じ
め
な
鎖
に
縛
さ
れ
て
永
遠
に
壓
し
拉
が
れ
た
か
，の
や
ぅ
に
見
-ぇ
た
人
間
の
精
.
を
次
第
に
囘
復
せ
し 

,む
る
種
々
な
る
原
.因
が
作
用
し
た
。(

I
.
, V 1

6
6
0
。

.國
王
と
領
主
_と
の
間
に
>生
じ
た
爭
闘
に
於
い
；て
、
國
王
は
特
權
に
依
り
若
し 

く
^
人
間
の
乱
然
權
.の
或
る
も
の
X
還
付
に
伐
っ
て
、
大
都
市
の
猨
％

を
_
保
し
:^
.是
れ
等
の
も
の
.は
解

放

.に
ょ
っ
て
市
段
權
を
享 

有
す
る
者
を
增
加
せ
ん
こ
と
■を
努
め
た
。
自
由
に
种
生
し
た
是
れ
等
~の
人
々
は
、
法
徕
及
び
歷
史
の
硏
究
に
依
づ
て
、
封
建
的
暴
政
の
‘ 

武
力
と
對
重
せ
し
む
る
に
寶
す
可
き
‘堪
能
•議
論
の
典
據
を
取
得
す
る
こ
と
が
彼
れ
等
に
取
っ
て
如
何
，に
肝
要
で
あ
，る
か
を
知
覺
し
た
。 

、
皇
帝
と
法
主
と
の
.間
に
.存
じ
た
拮
抗
は
？
伊
太
刹
瓯
が
單
一
支
配
蓉
の
下
に
結
合
す
をM

と
を
妨
げ
、
而

11
>
て
此
の
地
に
，於
い

て

多

數 

‘の
獨
立
社
會
を
存
續
せ
し
め
た
。
•日
疋
れ
等
の
小
邦
に
於
い
て
は
、バ
說
得
*
を
总
ヵ
に
加
へ
、
.武
器
'と
等
じ
‘く
频
々
.と
し
て
鐵
判
に
訴
へ 

.る

.：こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。：

而
し
.て
這
般
，の
‘政
戰
は
本
來
意
:^
の
戰
ひ
に
装
く
も
の
で
あ
り
、
又
、
#
太
利
迎
は
斷
じ
て
絕
對
に
硏
究 

に
對
す
名
好
倚
を
失
ふ
こ
と
が
な
か
っ
た
.が
爲
め
に
*
そ
は
歐
羅
巴
に
關
む
て
は
、
知
識
の
中
心
地
と
看
做
.さ
“る
'
を
得
可
き
-も
の
ゼ 

あ
る
。ノ
領
主
を
衰
微
.せ
し
め
'窮
乏
せ
し
む
j
に
由
つ
て
自
山
に
資
す
る
も
の
'で
あ
つ
た
十
字
軍
は
、
又
、
歐
羅
巴
人
と
||
[
1刺
比
瓯
人
と 

CD
關
係
を
擴
張
し
た
。
.

(Ibid., 

p. 

17i-l?3‘)
o

#
太
利
55
に
於
い
七
は
請
共
和
國
が
形
成
せ
ら
.れ
、
、
獨

逸

に

於

い
.て
は
1
走

0
都
邑 

.は
殆
ん
.ど
完
金
，な
る
.獨
立
を
取
得
し
て
、
其
の
.固
有
の
，法
俾
に
ょ
っ
て
支
配
ぞ

.ら
れ
、
，端

瓯

，の
或
る
地
方
に
於
い
て
は
人
民
は
封
建
の 

鐵
鐵
並
.び
に
國
王
の
•權
力
を
も
排
除
し
、
而
し
て
、
殆
ん
：ど
總
’ベ
て
，

Q

大
國
に
於
い
て
は
、
國
用
金
を
.徵
收

し

新

法

を

制

定

す

る

.の
權 

能
が
、
時
に
は
隞
芷
と
貴
族
と
僧
侶
と
人
炅
^
の
^
に
、
.又
時
-に
は
亂
王
と
;<
体
ン
と
庶
民
と
の
間
に
分
割
せ
ら
れ
た
未
完
金
の
^
法 

が
發
坐
し
た 

o (

ia*
F
、
p
. 173-174

,.)。 

.， 

V

•;
.

.

:

ユ
ス
チ
ニ
ア

-ヌ
ス
法
典
寫
本
.の
發
見
は
法
規
並
び
に
法
律
摩
の
硏
究
を
甦
ら
'せ
た
_。
通
商
は
著
し
、く
進
步
し
た
，
政

磧

立

法

、
公 

經
濟
は
猶
ほ
未
•だ
學
問
.に
轉
化
せ
し
.め
ら
.る
.
Vこ
と
な
く
、
其
の
#;
理
は
採
求
せ
ら
る
も
こ
：と
も
、~

深
く
究
，め
ら
，る
.

〜

こ
と
も
、
叉
股

.

古
阪
、經
濟
書
解
題
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/
,
、
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セ
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0
1
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f

i
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i
謹

獲

福

^
^
^
^
^
^

•

開
せ
し
め
ら
.る
、
こ
と
も
な
か
っ
_た
？

あ.る
が
、.而
も

、
經

驗

定

っ■て
啓
蒙
せ.ら
る

、
に
到
づ
た
時
、
.之
れ
に
.導
く
可
き
観
察
が 

集

：I

，ら
れ
たo
. 

5
ヴ

慕
S

理

の

發

見

を

來

w

し
'む
.る
こ
と•が
な
か
っ
た
が
’

而

鳶

そ

は

精

神

を

研

磨

し

、

而
し
て

&
初
は 

論
敵
を
混
亂
せ
し
め
若
し
く
は
其
S

か
ら
逸
脫
す
る
が
爲
め
に
使
用
せ
ら
れ
た
裝
置
は
、
慕
的
分
析
の
第一

泉
源
で
あ
づ
ヒ
。

(lb

在

y1
7
6
-
1
7
7
0
0

羅
針
盤
の
使
用
は
商
業
■の
活
動
力
を
增
加
し
-
航
海
術
を
改
良
し
、
養

看

て

晋

人

に

奮

振

の

_

Jを 

狄(

た
る
航
行
の
想
念
を
矛
唆
し
■而
し
て
人
を
し
て
•其
、の
•居

住

す

る

地

球

の

全

範

圍

を

踏

裔

す

る

'こ

A

を
得

せ

し

め
た
。
火
藥
の
，

'明
は
1

«
に
S

I

S
め
た
ゃ
出
征
S

I

I
大
I
 

J

s

 

f

t

鈉
な
る
國
民
す
ら
商
工
業
に
ょ
る
利
得
を
以
っ
，

H

戰
f

手
f

準
亂
し
確
保
S

の
必
奮
感
じ

^'
鐵
製
ぬ
-甲
胄
、
騎
馬
術
、
治

‘

術
、
棒
術
”
劍

術

が

貴

族
を
し
セ
人
民
，の
上

i

越
せ
し
め
た
所
.の
も
'写

 

.

其
の
眞
Q

I

£

J最
後q
障
碍
物Q

除
去
は
、
初
め
人
類
Q

1
を
來
さ
し
.む
るQ

虜
れ
含
か
の
言
に
見
ぇ
た
發
明
の
を 

果
で
あ
つ
た
。(ibid., p:17

:vo~ 1
8
0:〕o 

ノ 

：

：

.
 

.

. 

ぎ

.
Vコ
ン
つ
セ

l

^
>J
^
':
o
-*
r
觀
れ
ぱ
入
權

.ヵ
自
然
の
嘗
典
に
：記

載

せ

ら

る

.>
所
で
；あ.り
、
而
し
て
あ
ら
ゆ
る
他
の
も
の
に
^

す̂
-る 

k
之

れ

に

背

離

し

、
.之

れ

盖

辱

す

る

も

.の

.
1

る
こ
と
は
何
等
の
疑
問
を
も
容
る
\

|

地
な
き
所
で
あ
る
。
而
も
、
當
時
に
於
い 

て
は
、
是
•

の|

婦|

を
推
斷
す
河
■
l

f

M養

が

_

ら
&

落

、
'
‘唯

冬

聚̂
^
^

®
上
論
、
望

の

馨

、
慣fi

の
集
錄
、
敎
會
i

錄
に
於
い
て
‘
I

っ
た
。

'そ

ズ

：の
書
籍
に
.記

載

せ

ら

れ

、
。
而

，
を

.斯
べ

斯

ベ

ぬ̂ 

" 

ら
れ
た
の
で

I
v
o
b
i
d
.
,

 p. 

8
2
0
。
‘，
斯

く

て

、

人.の
權
威
は
、•到
る

所

に

、
.
理
性
の

•權

威
に
代

っ

た

。
書

籍

は

慕

ょ

•
り

も

逾

か
 

，
に
參
く
谓
究
せ
ら
れ
、

.
宇̂
{由
の
現
省
ょ.り
4
雾

古

代

：泛
 

S
3
0
，

.

.第
八
期
は
.
印
刷
術
の
發
明
よ
0
第

十

./
\
債
紀
に
亙
る
も
の
.で
あ
る

.0
印

刷

は

あ

ら

ゅ

る

廣

作

の

部

數

を

傲

少

匁

る

經

赀

を

以

っ

，て 

無
限
に
增
洳
す
る
,0
仰
刷
術
の
發
明
に
-
っ

,-
T
ノ
知
識
は
话
潑
、
，
普
遍
な
名
商
業
の

-目
的
物
A
爲

っ

た

。

(

i'g
v

-̂
loo
f〕

。
益
れ
に 

.成
つ
て
散
在
せ
る
國
民
に
寄
語
す
る
'(
?
>術
於
取
得
せ
ら
れ
、
'輿
論
の
鞲
成
が
可
能
と
爲
っ
た
。(ibidip.. 

100‘7
0
0

人
民
の
敎
肖
を
政 

治
.的
及
び
宗
敎
的
の
•鐵
か
ら
解
放
し
た
も
の
•は
印
刷
部
で
は
.な
'か
っ
た
か
。
印
刷
術
の
.潑
明
以
敝
に
於
い
て
は
ノ
厚
に
數
部
0
寫
木
：を 

破
毀
し
て
、
ニ
定
著
.作
の
復
话
を
永
く
防
止
す
る
こ
ど
は
敢
て
困
難
で
は
#
か
-<
?
た
办
で
あ
..るが
、
#
€>
,紙
片
を
印
刷
に
.附
す
‘る
こ
.と 

，の
良
由
'&
る
世
界
_の
一
隅
が
存
す
石
限
り
、
各
人
が
靜
か
に
.獨
り
書
籍
よ
り
取
.#
す
る
敎
育
は•

斷
じ
て
一
般
に
^
損

せ

ら

る

、
こ
と

な
く
し
て
、
十
分
に
保
證
せ
ら
石
可
き
で
あ
る
,,
0
ハ
1
.5:
^

ャ

1
9
0
-
1
^
0
0 

, 

.ノ

-

印
刷
術
の
發
達
'<
?
:殆
ん

，
ど

時

を

同

じ

、
ぅ

.し
^
他
の
.ニ
大
事#
が

起
0ン
た.。
，共
の

一

は

，知

識

の

進

步

6

上
に
直
接
の
，影
響

を

及

.ぼ
せ
る 

i
.の
で
あ
り
、
他
の
一
が
全
人
類
;^
運
命
に
及
ぼ
せ
る
影
響
は
永
べ
|
;
|
く
る
_の
^
な
か
る
可
き
も
€>
で
あ
る
。
即
ち
、
土
沖
宙
人
に
よ 

る
コ
ン
ス
、タ
ン
•チ
ノ

ー
ブ
ル
の
占
領
と
.、
新

-1
«

:

#並
び
に
歐
洲
を
し
て
瓯
非
利
迪
及
び
龃
細
蓝
の
朿
部
と
直
接
交
通
克
問
か
し
：め
た 

-る
，航
路
の
發
兒
が
是
れ
で
あ
る
。
希
職
の
文
人
學
徒
.は
，韃
龃
人
‘の
.支
配
か
ら
逃
‘れ
_て
、

伊
太
利
龃
に
避
難
所
を
求
め
た
。(ibid .,

ャ 

I
9

.yi
9
3
^

ガ
マ
や

コ

：ロ
シ

ブ
ス

の

#
き
大
膽
不
敵
な
る
人
々
.は
職
洲
の
-爲
め
に
‘字
宙
の
限
界
を
輝
張
し
、新
た
な
る
蒼
空
を
_
示
し
、
 

而
し
て
未
知
ゎ
國
土
女
挺
閲
七
た
。(ibid., .P/194

〕
。

人
間
が
典
の
棲
息
す
る
地
球
の
知
識
を
取
得
し
、
自
然
的
源
因
沿
し
く
は
社 

會
制
摩
の
長
い‘影
響
.に
よ

，
っ

て

改

變

，せ

_ら
れ
た
人
間
種
屬
を
其
の
：總
べ
て
の
‘地
，方
に
於
い
て
硏
究
し

»>
而
し
て
總‘‘べ.て
の
揾
度!!
'
»總
.ベ 

-て
の
，氣

猶

に

於

け

る

陴

海

の

生

產

物

:'
5
:注
意
し
た
の
は
漸
く
_に
^
て
此
の
期
に
於
い
て
^
,-?
>
ク
た
。
#
っ
て
、
菇
れ
♦
の
,̂
^
物
^

 ̂

間
に
與
ふ
る
，無
限
衷
る

'種
類

の

資

服

、
足
れ
，等
め
物
件
に
關
オ
名
钿
識
が
諸
科
學
に
泖
へ
た
新
た
な
る
.
眞
理
若
し
く
は
楚
れ
に
诈
っ
て



古
版
鯉
濟
書
解
題-
:
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.
‘

 

八
、ニ
、

(lIrnl.ov
— 

. 

.

. 

. 

' 

, 

. 

,

破
_
处
ら
る
可
き
流
布
A
し
き
誤
謬
-
產
業
及
：び
航
'海
に
對
し
、
.又
'^
然
的
•連
繫
に
，ょ
つ
て
總
ベ
て
の
技
術
及
び
科
擧
に
對
し
て
新
坐 

喻
を
與
へ
於
る
商
業
的
活
動
、
及
び
暴
君
に
龙
抗
す
る
が
爲
め
に
_
由
民
.に
對
し
、
又
、
•鐵
鎖
を

.破
壊
し
少
ぐ
と
も
趙
連
制
度
か
ら
自
、

： 

己

を
解
放
す
る
が
爲
、め

に

隸

屬
民
に
與
へ
ち
れ
た
カ
^
-
是

iれ
等
の
も
の
は
這
般
の
.發
見
の
好
結
粜
中
に
包
含
せ
ら
る
-
を̂
傅
可
き
.

で
：- 

あ
る
？(ibid., .p. 

S
5
-
1
9
6
,)。 

• 

f 

-

:

ル
/デ
タ
丨
丨
は
、.傳
然
た
表
人
民
に
向
つ
'て
：、
加
特
カ

敎

的

諸

制

度

が

基

#,
敎
の
：如
何
な
る
部
分
を
も
鞲
成
_す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
‘ 

却
つ
で
，其
の
腐
傲
及
び

‘#
辱
，で
あ
り
、

而
し
て
ネ
工
ス
、
，
チ
リ
ス
•ト
の
宗
教
に

^
實
な
.る
が
爲
め
に
は
•
、彼
れ
の
同
祭
の
典
れ
を
#
絕 

す
る
:£
と
が
先
づ
第
ー
に
必
要
で
，あ
る
こ
と

.を
聲
明'xた
。c

l
b
i
f

 p. 

1
9
S
0
O

然

し

な

が

ら

、
宗
敎

改

革

家

‘を
鼓
舞
し
た
精
神
は
眞 

の
思
姻
の
：卦
由
を
窗
す
ど
と
が
な
か
つ
，た

。

’各
々
の
.‘敎
義
は
、
-.
其
の
_傻

勢

を

占

め

つ

く

あ

る

國

家

に

於

い

て

、

」
：

走

の
意
見
に
對
す
る 

■の
外
は.、
何

等
.の
■清
恕
を
も
行
ふ
こ
と
が
な
.か
つ
た
。
義

徒

.は
、
最
大
な
る
矛
盾
に
陷
る
.

V

と
尨
く
し
，
て
、
昤

味

の

麗

を

*
餘

力 

に
狹
隘
な̂
境

界

內

.
に

縮

少

す

る

こ

.七
を
得
.な
か
つ
衣
。
-
•藍
し
、
,彼
れ
#
の
分
.
の
正
當
は
、
這
般
の
權
利
te
>
上
に
菡
け
る
が
爲
め
で 

あ
る
。
彼
れ
等
は
.理
性
に
，對
し
て
其
の
自
由
の
總
べ
-て
を
還
付
す
る
こ
.
^
,
を
拒
ん
だ
.が
、
.少
く
と
も
其
の
牢
獄
が
观
隘
ぬ
度
を
減
ず
可
‘ 

含
こ
と
を
眾
認
し
た
ャ
鎖
は
破
毀
せ
ち
れ
な
-か
づ
た
が
、
而
も
、
：そ
は
重
さ
を
減
じ
て
.、
期
間
を
、延

長

し

た

。
斯
く
て
、

•吾
人
は
人
間
，
 

に

對

じ

て

士

は

な

乂
’
甚
瞀
敎
徒
に
對
し
て
1
種
め
思
想
の
..自
由
が
歐
羅
巴
に
誕
生
1
た
こ
と
を
'見
る
の
で
あ
る
。(ibid,, p. 2

0
6

丨

:

伊
太
利
速
の
諸
共
和
國
、
英
國
及
び
伸
國
を
動
搖
>
し
め
：た
庶
民.
運
，動
及
び
革
命
は
、
國
憲
、
法
規
、
公
施
設
が
、
人
民
の
自
由
、

國
薄
の
繁
榮
、
兵
力
*
其
ぬ
饊
立
と
，其
の
'政
體
の„
維
持
の
上
‘に
惹
起
す
可
き
躺
银
を
觀
察
し
且
：‘つ
豫
如
す
る
ょ
り
成
る
政
治
學
の
^

部 

門
に
铒
學
者
の
注
意
を
向
は
し
め
た
。
へibid

.,  P
*
1
2
0
0
0

經
濟
學(science  €

c
o

n
iiq

g
) .

は
未
だ
#
在

し

な

か

つ

た

"
沿
主
は

人
間
の
繁
算
へ
ず
し
て
"
兵
士
の
數
を
計
つ
た
。
M-
政
は
、
暴
動
を
來
さ
し
む
る
こ
と
な
く
し
て
人
民
.を
劫
掠
す
る
の
術
に
過
ぎ
ざ 

る
.も
の
で
あ
つ
た
°,
而
し
て
，
，政
府
は
谪
業
に
課
す
る
杧
租
税
の
重
荷
を
以
つ
て
し
"
.特
權
に
ょ
つ
て
•之
れ
を
拘
束
し
、
若
し
く
は
共
、
‘

'の
獨
占
を
爭
ふ
の
外
、
之
れ
，に
，對
し
て
何
等
の
，注
意
を
.も
拂
ふ
こ
と
が
^
か
'つ
た
。(

§
fp. 

2
1
0
0
此「

の
時
期
は
、
他
の
如
何
な 

る
時
期
ょ
り
も
*
大
览
暴
に
ょ
つ
て
汚
漬
せ
'ら
る
、
こ
と
»;
.き
も
~の
‘で
あ
る
。
■?:
■
は
，宗
敎
^
の
虐
殺
"
聖
戰
ノ
新
讪
界
の
住
民
纖
滅
の
■

’
時
期
で
あ
つ
、た
。
吾
人
は
此
の
時
期
に
於
い
て
古
代
の
奴
隸
制
度
が
'、
更
ら
に
非
文
明
的
な
る
性
質
を
队
つ
，て
、
復
活
せ
し
め
ら
れ
た 

W
®
；

を
觀
る
。
共
の
•創
傷
に
苛
立
た
‘せ
ら
れ
て
妊
信
の
怪
物
は
、
興
の
淺
忍
性
を
增
抓
し
、
而
し
て
其
め
犠
牲
茫
稹
み
上
ぐ
る
に
急
で 

あ
つ
た
.。
纏
，が
.で
现
性
が
典
の
呼
か
.ら
楚
れ
等
；の

も9を
逸
晚
せ
し
む
可
き
を
恐
れ
た
が
爲
め
で
あ
、る
。
'(

佳

产P
/
2
1
4
.)。

科
學
の
疗
進
は
急
速
に
し
て
且
つ
華
々
•し
が
つ
'た
。(ibid., 
y

 

科
學
、
'哲
學
、
法
學
に
關
し
.、
又
歷
史
に
關
し
て
も
大
體
：
. 

に
货
い
て
、
專
ら
羅
典
語
を
以
つ
て
記
述
す
る
ぬ
習
慣
は
漸
次
.其
れ
興
れ
の
'，國
家
の
普
通

語

を

使

用

す

る

の

潛

憤

に

其

の

地

位

を

_

づ 

た
。(ibid:, p

.

K;
1
0
o各
個
國
家
の
人
民
が
別
箇
の
言
葉
I：
話
す
際
に
、-
紙
べ
て
の
國
，家

に

注
0 ;
‘.て

同

一

な

る
一

種
の
學
問
語
の
存
ヰ 

,

法
は
、
人
間
を
兩
階
級
に
分
割
し
"
偏
見
及
び
誤
謬
を
人
民
の
.間
.に
永
^;
せ
し
め
*
眞

の

帑

等

に

對

じ

、

同

“
理

性

の

平

等

な

る

使

用

，

に
對
し
、
必
要
な
る
諸
眞
理
の
平
等
な
る
體
得
に
對
し
て
永
遠
の
障
碍
を
置
け
る
■も
の
で
あ
る
‘
。(g

d
v

 P. 2
2
2
0
0

此
，の
湖
間
に
於 

/
い
て
は
、
人
間
の
精
神
は
歡
ほ
自
出
で
は
な
か
ク
た
が
、
而
も
そ
は
其
の
自
由
た
る
可
く
形
成
せ
ら
れ
た
ヒ
と
を
知
つ
-た
。(ibid., p.

2
30.
O 

. 

\
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'

:

’ 

' 

•

^

 

■

.

 

,

,

第
九
期
は
デ
ヵ
ル
ト
の
時
代
ょ
り
怫
蘭
西
革
命
に
到
‘る
も
の
で
あ
る
。
風
俗
習
憤
は
共
の
淺
忍
性
を
#
_
せ
し
め
た
偏
.見
.の
衰
類
に 

•
^
富̂
を
し
て
逃
走
せ
し
む
る
强
暴
と
混
亂
の
敵
ヤ
’あ
る
、
'か
‘の
商
土
凓
の
賴
神
0'
影
響
に
由
り
、
‘日
を
經
，る
こ
と
猶
ほ
久
し
か
ら
ざ
, 

，古
版
經
濟
#
解

題

.. 

ぐ
' 

-
•

;

八
士
ー 

X
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一
 
v
:
.
;:
:
;
:-:
:
;
.;;
::
;轉

农
前
代
0'
蠻
行
の
ー
追
想
に
據
っ
て
喚
起
せ
.ら
れ
た
恐
怖
に
由
：り
、
.平
等
及
び
人
道
^'
關
す
，る
歡
學
的
觀
念
’の
贾
ら
に
，.一
般
的
な
‘る
齊
及 

に
由
り
、.最
後
に
、’
遲
緩
な
る
も
而
も
確
實
な
る
文
化
.ひ
1
般
的
進
歩
ひ
結
果
に
，由
っ
，て
緩
和
、せ
ら
れ
だ
？
宗
敎
上
，の
偏
執
は
猶
ぼ
淺 

存
し
た
が
、
而
>-
、
そ
は
興
れ
註
暴
性
を
失
っ
た
。
お
ら
ゆ
る
國
に
於
い
て
、
又
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
關
し
、
政
府
の
施
設
は
輿
論
の 

進
行
に
從
へ
る
の
み
な
ら
ナ
、
墓
の
其
れ
に
す
ら
隨
っ
た
o (ibid., 

P. 23

00-
2
3
9
0
。

. 

'

n
lン
ド
ル
セ
ー
の
筆
は
所
_『

理
~性
の
咏
代」

Q:

指
歡
觀
念
'た
る
人
櫸
に
關
ず
2>
'
-長
き
論
述
'に
入
る
。
•.久
し
き
課
■
の
後
に
於
.；

S

て
.、
 

不
完
全
若
し
く
は
瞹
味
な
る
理
論
の
中
に
彷
徨
へ
る
後
に
.於
い
.て
、
政
法
論
者
^

^

&昏

??
^

は
遂
に
人
間
.の
"眞
の

權

利

を

認

識 

す
る
に
至
っ
た
。
彼
れ
等
は
之
れ
を
人
間
が
，

「

感
覺
あ
り
、
推
理
を
形
成
し
又
道
德
的
觀
念
を
取
得
す
る
，こ
と
を
，得
る
柱
體
で
あ
る」 

と
沄
ふ
單1

の
眞
理
か
ら
演
釋
し
た
，の
で
あ
る
。(ibid., 

p.. 2
4
0
0
0
'

勇
敢
な
る
シ
ド

一一、

ィ
を
し
.て
其
の
生
命
を
犠
牲
だ
.ら
し
め
、

a

 

ッ
ク
に
よ
っ
て
共
の
名
聲
の
權
威
.を
附
せ
ら
れ
た
這
般
の
原
理
は
、
興
.の
後
1
ル
■ソ
j

に
よ
っ
て
萸
ら
に
大
な
る
的
確
さ
と
撒
さ
と

強

：
 

さ
と
釔
以
っ
て
展
開
せ
し
め
ら
れ
た
。
コ
ン
ド
ル
■セ
ー

に
從
ペ
ば
ハ
■
ル
ソ
ー

は
實
に
、
-最
早
'忘
却

せ

ら

る

、
，と

と

も

、

又

於

駁

せ

^

る 

、

こ
と
も
不
可
能
な
る
諸
眞
理

.の
中
に
是
れ
等
の
も
の
を
置
け
る
.の
名
譽
を
受
く
る
か
資
格
か
る
の
で
あ
る
。(

i
K
f?.24400 

'
茲
に
コ
シ
ド
ル
セ
ー
ば
經
濟
的
自
由
主
義
を
提
唱
す
る
。
彼
れ
日
く
、
人
陬
は
欲
望
と
之
れ
に
阱
ふ
る
の
能
力
と
を
有
す
る
、
而
し
’

.
て
、種
々
に
變
更
せ
ら
れ
分
配
せ
1
れ
た
是
れ
等
能
カ
の
所
產
よ
り
し
て
、
共
同
の
欲
望
に
應
ず
可
き
富
の
_集
國
は
坐
ず
る
と
.。
ベ 

p. 

2
.
4
.
4
0
O

日
疋
に
於
い
て
乎
、
人
間
は
完
金
な
る
自
由
を
以
つ
て
.其
の
能
力
を
使
用
し
、
共
の
富
を
處
、分
し
*
其
の
欲
望
に
.供
ふ
可
含 

で
あ
る
。
各
社
會
の
ニ
般
的
利
益
、は
、
此
の
點
に
於
い
て
人
間
の
行
動
を
制
眼
す
る
こ
と
を
命
ぜ
，ず
し
て
、.却
，っ
て
之
れ
を
制
限
せ
ん 

と

’す
る
企
圖
の
總
べ

.て
を

禁
止
.す
^.
而
し
て
.、

此

の

公

秩

序

の

部

門

に

於

い

て

は

、

あ
ら
ゆ

.る
人

，
に
.對
し
て
'彼
れ
が
自
然
よ
り
取
# 

せ
る
諸
權
利
を
保
證
す
る
の
注
意
が
唯

一

の
皆
抓
な
，る
政
策
で
あ
り
、
總

意

(voloaf

o)'

的
8
贫
&)

が

個

人

の

，
上

に

.|
£

當

に

行

使

し

得

る
唯一

の
權
利
で
あ
る
。
然
し
'な
が
ら
、
這
般
の
原
理
は
公
權
力
が
遂
行
す
可
き
義
務
の
尙
ほ
殘
#
す
•る
こ
と
を
認
め
る
。
•あ
ら
ゆ
る
，：

a
_
p
:
_
換

に

雜4

て
、
い

藤

換

物

り

重

量

び

熬

積

<>
義
霉
、ー

)

»
さ
釔 

る
。(ibid., p.-246. 〕

o
、 

•

;
,

コ
ン
ド
ル
セ

ー
は
谨
農
學
派
的
ロ
.吻
を
以
0
て、

苺
年
の
亦
生
糜(

r
e
p
l
;

.au
c
t
i
o
p
o

は
隨
意
に
處
分
し
得
る
部
分
c
po
-a
o
n 

disponible 〕

を
提
供
す
石
智
を
政
べ
.る
。
そ
は
、
此
の
巩
生
產
を
來
さ
し
め
た
る
勞
働
に
對
し
て
支
拂
は
る
可
き
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、 

.等
し
き
か
若
し
く
は
更
ら
に
豐
富
故
る
新
た
な
る
码
坐
產
を
確
保
す
可
き
所
の
も
.の
，'に
對
し
て
支
拂
：̂

可
き
も
の
で
も
な
い
‘。
斯
く

 

,
 

の
如
き
隨
意
に
處
分
し
得
る
部
.分
の
所
有
背
は
、
之
れ
を
直
接
典
の
勞
働
に
負
ふ
見
の
で
は
な
い
。
彼
れ
は
其
の
欲
望
に
應
ず
る
が
爲 

め
.に
日
>
行
は
ざ
る
を
得
ざ
’る
其
の
能
カ
の
1打
便
か
.ら
離
れ
て
之
れ
を
所
有
す
る
。
萣
に
於
い
て
乎
、
社
#
的
權
力
が
、
如
佝
な
る
權 

利
を
も
傷
く
る
こ
と
な
く
し
て
、'國
家

，の
安
全
、

其

の

內

部

の

靜

謐

、

■
個
人
’の
諸
榴
利
の
，保
障
、
法
の
制
宛
及
び
實
施
の
爲
め
に
設
け 

ら
れ
，た
諸
職
權
の
行
使
、
■要
言
す
れ
ば
、
公
•の
繁
榮
維
持
の
费
用
に
取
っ
て
必
要
な
る
装
本
を
確
立
す
る
は
此
の
苹
々
の
富
の
隨
意
に
、
 

處
分
し
得
が
部
分
で
あ
る
。(ibid., 

P
.

 2
4
7
0

.°n..

ン
ド
ル
セ

ー
は
實
に
2 1

農

學

派

、の
軍
一
課
税
說
を
抱
懐
す
る
も
の
で
あ
，る
。

|p

も
、
彼
れ
に
從
ヘ
ば
、
、社
會
全
般
に
取
っ
て
有
利
な
、る
作
業
、
施
試
、
制
度
が
存
し
て
屈
っ
て
*
社
會
は
之
れ
を
設
定.
し
.抬
幾
し 

若
し
く
は
監
督
す
る
の
義
務
あ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
時
代
の
問
始
浩
し
く
は
典
の
以
後
に
到
る
も
倚
ほ
、是
れ
等
種
々
な
る
目
的
は
、 

偶
然
の
機
#-
政
府
の
貪
愁
、.
山
師
の
策
略
、
總
べ
て
の
勢
カ
階
級
の
偏
見
蒞
し
べ
は
利
齊
に
委
せ
ら
れ
て
來
た
の.
で
あ
る
。
然
る
に
、

‘1ブ/カ
ル
ト
の
學
徒
デ
•
ゥ

ィ

ッ
‘K
ば
、/
紙
濟
學
が
總
べ
て•
の
科
學.
と
等
し
く
！
；

I

擧
の
原
迴
と
正
猶
な
る
計
算
に
從
は
し
め
ら
る
必
• 

要
を
感
じ
た
。
而
も
、
そ
は
、
ユ
ー
ト
レ
ッ
o

の
平
和
が
^

#巴
に
對
し
て
持

續

盼靜
謐
の
見
込
,^
與
ふ
る
迄
は
、
殆
ん
ど
巡
歩
す
る 

.
こ
と
が
な
；か
つ

.
た
。
此
の
時
期
ょ
り
し
て
、
萣
れ
迄
と
は
打
つ
て
變
つ
，，て
、.
そ
&
殆
ん
，ど
：1,
般
に
法
意
せ
ら
る
、
主
題
と
爲
つ
>た
0
.而
..

古
版
經
濟
書
解
題 

•く. 

. 

八

瓦

c
r
i
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.

杏
版
濟
摘
睿
解
邀 

■

八
六

2
11U1®

)  

し
て
.、JS

般

o
新
科
學
は
'
ス
チ
ュ
ア
，1
ト
、
.ス
ペ
ス
"
物
に
又
、
‘佛
蘭

西

邂

濟

舉

齊

等

の

努

力

に

ょ

つ

て

忽

ち

に

し

て

顧

^
!
な
る
發 

:
pを
逯
ぐ
る
に
至
つ
た
o ((ibid., p; 2

4
7
-
2
4
9
^

無p

限
の
自
；3
を
以
つ
て
商
業
及
び
產
#
に
對
す
る
最
も
確
實
な
る
獎
勵
と
着
倣 

'し
、
甚
だ
し
く
不
平
等
な
る
課
稅
の
屈
辱
他
踽
紳
‘ょ
り
人
民
を
脫
却
，せ
し
め
、
之

れ

亡

代

る

に

、
公

丐

^
等

に

し

て

旦

つ

殆

ん

ど

負 

:

擔

を

感
^
る
こ
と
の
な
い
租
税
を
以
つ
て
せ
ん
と
す
る
-©
原
理
は
、
怫
蘭
西
輕
濟
學
漭
に
ょ
つ
て
熱
烈
杧
唱
道
せ
ら
れ
た
。(ibid., p. 

,261.26200 

• 

, 

，
■

. 

- 

:
、

. 

' 

..

S
英
才
が
哲
學
、
政
治
及
ガ
公
經
濟
を
發
達
せ
し
め
、
有
識
入
士
に
ょ
つ
て
或
る.
程
度
迄
採
用
せ
ら
れ
た
新
眞
理
は
、
M
ら
に1

滕
遠 

く

共

の

有

益

，な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

(

g
d., 
? 
2
2 l
'o
o.
f_

は
普
及
し
た
。
而
し
て
其
の
窮
樺
は
迎
米
利
伽
及
び
怫
蘭
西
の
取
命 

で
あ
つ
た
“ n  V

ト
ル
：セ.
7
を
以
0
て'觀
れ
ば
、
蓝
來
利
加
人
ば
、
實
に
•
初
め
て
、
總
べ
て
の
徇
來
を
脫
却
し
ハ
兆
の
幸
福
に
資
す 

る
こ
と
最
も
大
で
あ
る
と
信
じ
た
窟
法
及
び
法
#
’
靜
に
货
己
の
爲
‘.め
に
制
定
せ
る
偉
大
な
る
人
民
で
あ
る
0 (ib

id
.,  p.  

2
7
2
0
0佛 

■|
1
西
專
命.
は
迪
米
利
加
の
'其
れ
:̂

<
比

し

、
て
，
更

ら

.
に
完
全
な
多
も
£
で
あ
る
。
蓋
し
、
蓝
泶
利
加
に.
は
改
革
ず
可
き
不
完
全
な
る
課
税
制
< 

度
なV

、
..

封
建
的
暴
虐
な
く
、
世
駿
的
屢
別
な
く-
富
裕
に
し
1
强
，大
な
る.
特
權
的
圑
體
な
く
、.
又
、.
宗

敎

的

^
認
容
の
制
度
も
存
す 

る.
こ.
と

容

か

っ

た

が

爲

，め
に
、

.
業
利
加
人
は
單
に
英
國
政
府
に
代.
る
可
き
新
政
府
f

立
に
其
の
謹
を
獲
せ
る
に
反
し
、
佛 

爾
西
•
に
於
い
：て
は
、
革
命
は
、
汊
對
の
理
由
贮
據
つ
て
'、
社
會
0-.
全
經
濟
を
，悉
く
抱

_

し
、
あ
ら
ゆ
る
社
會
關
係
を
悉
く
變
M
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
が
敌
で
あ.
る
。.(ib

id
.)  P.  2

7
.5

-2
7
6
0
,  ：  

■ 

，

‘ 

,

自
然
，科
梨
は
急
速
に
進
歩
し
て
、
政
治
學
、
倫
理_
學
，及
び
宗
敎
上
に
於

甘

る

_
妄

の

見

を

破

壊

す

る
の
結
艰
を
來
し
龙
。「

政
治
學
、 

'輪
理
舉
に
於
け
る
誤
謬
の
總
ベ
て
は
、
W
學
的
誤_

に
迤
礎
を
有
し
、
’而
し
て
铒
學
的
誤
謬
其
の
衆
は
物
现
的
誤
謬
に

せ

ら

れ

て 

ゐ
る
尸
自
然
の
諸
法
則
の.
無
識
杧
茲
か
，ざ
る
宗
敎
的
制
度
？
超
自
然
的
不
條
理
は
，存
す
る
こ
と
が
な
>」

.0
^

0:„
 P

.  3
0
9
,4

 

‘

第
十
期
は
人
類
の
將
來
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
•ド
ル
セ

I
は
、
人
類
0
歷
史
の
歸
結
に
據
つ
て
、
其
の
將
來
.の
運
命
に
關
す 

る
繪
窗
を
幾
分
の
眞
實
性
を.
以
つ
七
描
か
ん
と
'す
る
。.(

衰

尸P.  '32700

人
類
將
來
の
‘狀
，態
に
關
す
る
期
待
は
一
ニ
，要
點
に
歸
せ
し
め 

ら
る
、
t
得
可
き
で
あ
る
o:
諸
國
民
間
の
不
平
等
の
破
壞
、
輒
；

一

人
民
の
間
に
於
け
、る
平
等
の
發
達
、
最
後
に
‘は
"
人
間
の
眞
の
売
成. 

が
是
れ
で
あ
る
。(ibid.,?:32SOO

現
柱
，に
到
る
迄
、
總
べ
て
の
文
明
國
民
に
在
つ
て
，、
其
の
各
々
を
糨
成
す
る
種
々
な
る
階
級
の 

.
間
ft
:於
い..
て-
認
め
ら
る
、
知
識
"
手
段
若
し
く
は
富.
の
相
違
、
最
初
の.
社
#
進
歩
が
擴
大
し
、
文
、、言
は
气
坐
ぜ
し
め
た
不
平
等
は
、 

文
明
其
の
者
に
屬
す
る.
に
非
ず
し
ヤ
、
社
會
的
技
術
、の
現
實
の
不
完
全
に
屬
す
さ
も
の
で
あ
る
。
そ
は
社
會
的
技
術
め
主
要
目
的
た
る 

實
際.
€>
平
等.
に
地
位
を
讓
る
が
爲
め
に
絕
1
ず
弱
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。(

g

fp. 3
29
0
0.

人
類
は
科
學
及
び
技
術
に
於
げ
る 

新
發
明
と
其
ひ
必
然
的
結
果
た
る 
一*
個
人
の
福
^
^
び
共
同
の
繁
榮
の
手
段
に
於
け
る
^
發
明
に
11
|
り
、
3t
>
行
爲
原
理
及
び
實
踐
偷 

理
に
於
け
る
進
步.
に•
由.
り
*
最
後.
に
は
叉.
ノ
吾
人
の.
諸
能
カ
0.
强
度
を
，增
加
し
其
の
行
使
を
，指
導
す
る
坩
具
の
改
善
若
し
く
ば
自
然
的 

'組
織
* '
の

も
の
、
改
善
の
結
‘果
た
る
可
き
知
識
的.■

道
德
的
及
び
肉
體
的
能
ヵ.
の
’氣
の

改

良

に

由

、つ
--
C
善
化
せ
ら
で
あ
ら
ぅ
。「

⑽ 

記
三
個
の.
間
題
に
答
ふ
に
當
つ
て
、
吾
人
は
、
逾
去
の
經
驗
に
由
1-
科
學
と
文
明
'と
が
逄
れ
迄
に
爲
し
遂
げ
た
る
進
步.
の
.
考

察

に

出
 

り
、.-
X
、
人
間
精
神
の
‘前
進
と
其
の
'能
カ
の
發
達
の
分
析
に
由
つ
‘て
、
自
然
比
吾
人
の
期
待
に
對
し
て
何
等
の
極
限
.女
も
設
く
る
こ
と 

が
な
か-
つ
た
こ
と
を
信
ず
可
き
最
も
亂
木
な
る
理
由
を
看
出
す
可
き
で
あ
ら
ぅ」

。' (ib
p

?.330.331.00  

.:

此
の
地
球
の
現
狀
を
P
測
ず
る
時
ば
、
，著

人

は

先

づ

第

.一
に
歐
羅
巴
に
於
い
て
は
、
佛
蘭
西
憲
法
•の
原
理
が
，、
あ
ら
ゆ
る
有
識
人
士 

'に
ょ
つ
て
承
認
.せ
ら
れ
た
が
爲
め
に
、
總Y

孓
の
”人
種
及
び
國
民
め
卒
等
が
存
す
对
き
こ
と
を
認
む
可
ぎ
で
’あ
る
。
奴
_
制
度
及
び
齡 

’占
的
特&

會
廢
止
の
結
架
と

し
て
、
歐
羅
巴
ん
と
植
民
地
侔
民
^
の
間
の
年
等
を
見
^
に
室
谷
可
ぎ
兮
あ
る
ブ
歐
羅
巴
の

^
民

は

、

杏
版
經
濟
書
解
題
パ 

.
ん
 

；八

ム

七

,

(

ニ
ご
ー
-
£

)
-



古
版
經
濟
鲁
■解
題
：

■

.

•.
八

今

1

(

一
!
5
ハ)

'

遂

に

、
排

他

的

會

社

が

、
，

.其
の
政
府
に
暴
政
の
薪
た
な
る
手
段
を
與
ふ
る
；が
¥
め
，に
、
.被
ぃ
«
に
赋
課
せ
ら
れ
た
る
©
矶
に
外
な
^
ざ 

る
こ
、と
を
知
る
可
’き
で
あ
石
.0
是
れ
逛"

：

是
れ
等
商
事
#
社
の
.富
を
增
大
す
る
に
資
せ
を
植
民
地
は
’、
■本
國
に
於
い
て
は
追
求
し
得
ざ 

る
安
樂
を
^
れ
等
好
氣
候
の
地
に
於
い
で
求
め
ん
と
し
っ
、
あ
る
勤
勉
な
る
人
々
に
よ
っ
て
居
住
せ
ら
■'る
X
こ
と
、
爲
る
可
，き
で
あ 

る
？(ibid.,.p*3

3
1
-
3
3
4
0
?

植
民
地
の
原
住
民
は
、
.文
明
國
民
.に
よ
っ
，て
驅
逐
せ
ぢ
る
、
に
從
っ
て
、
_其
の
數
を
減
じ
*
遂
に
は
全 

然
滅
亡
す
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
僅
少
‘な
る
殘
存
者
は
彼
れ
等
の
隣
人
と
混
和
す
る
.に
'至
る
，可
き
で.あ
る
.
o (ibid., ャ

3
3
6
^

 

而
し
て
歐
洲
人
は
、
亜
非
利
加
及
び
！

0|,細
盥
の
性
民
に
.對
し
'て
.は
、
有
用
な
る
道
其
.、
，
浩

し

く

は
.寬
大
な
る
就
濟
茧
と
爲
り
、
菇
れ
：
 

等
の
地
方
に
、
‘歐
洲

の

自

由

と
文
化
と
條
理
：の
，原
理
と
範
例
を
移
植
す
可
き
で
あ
：る

^ibid., p.,,333, 

3.3
.
4
0
O
斯
く
て
，
自
11
1
に
し 

て
其
の
理
性
以
外
に
如
何
な
る
主
人
を
も
艰
認
す
'る
.こ
と
な
き
自
由
民
の
み
を
太
陽
は
地
上
.に
於
い
.て
照
し
"
又
、
暴
君
と
奴
隸
>
僚

' 

侶
と
興
の
愚
鈍
な
る
•か
^
し
く
は
偽
善
的
な
る
道
具
と
は
、
最
早
歷
史
と
劇
場
忆
於
げ
る
の
外
は
、
存
す
る
ご
と
，な
か
る
可
き
時
機
が
‘

到
來
す
可
き
で
あ
る
。(ibid., 

p.. 

-
3
3
60
.

)
。 

• 

* 

:

:
_
1
ブ
邊
_

猶
ゼ
;̂
0
«

見

ぬ

據

勝

ば

輕

自
己
の
爲
め
に
確
保
せ
ら
れ
、
其
の
家
族
に
傅
へ
，ら
れ
得
る
者
と
"
.邦
、の
資
源
が
彼
れ
の
生
命
の
存
續
期
間
に
依
存
す
る
か
、

•浩

■■
b
く
• 

•拉
寧
ろ
彼
れ
が
勞
働
に
堪
へ
得
る
其
の
生
涯
の
二
部
の
存
續
期
間
に
.傲
存
す
る
者
と
の
，間

に

存

す

る

狀

態

0
不
平
等
0
1
0妓
後
に
は
？ 

敎

育
の
不
平
等
、の

三

主

要

原

因

に

歸

せ

ら

る

、
を
得
可
き
も
の
で
あ

•る
。(

迗

尸

.
1
>
.
‘
3
3
9
0
0

邀
れ
等
1ー1
の
實
際
の
不
平
等
は
絕
ぇ 

ず
減
少
し
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
が
、
而
も
之
れ
を
破
壊
せ
ん
と
考
ふ
る
は
'不
合
理
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
又
危
險
で
あ
る
。
蕺
し
-"K- 

れ
等
の
:4
:
.o
は
自
然
且
...
っ
必
然
な
.る
原
因
を
有
す
る
が
故
で
あ
る
，。
•然
し
、な

が

ら

、
市

民

法

が

資

產

を

永

續

せ

し

め

集

合

す

る

不

自

然

： 

な
る
手
段
を
導
入
す
石
こ
と
な
く
、
商
業
及
び
産
業
の
自
由
妙
行
は
れ
て
、
M
ベ
て
の
禁
jh
法
及
び
課
税
權
が
必
然
富
者
に
與
へ
た
る

î
I
T
l
l
J
-
^

-̂
^
.'i
^
.J
I
H
.
r
r
H

.l

-̂K
H
.
x
i
'n
七

利
益
を
消
滅
せ
し
，め
、
契
約
に
對
す
る
課
税
、
其
の
自
由
に
.對
す
る
制
限
、
之
れ
に
要
す
る
面
倒
な
名
形
式
、最
後
に
は
、
典
の
履
行
，に 

伴
べ
，る
.不
_
實
と
必
要
，な
.る
費
用
が
貧
民
の
活
動
を
阻
此
し
、
又
、
彼
れ
等
の
僅
少
な
る
資
本
を
消
滅
せ
し
む
る
こ
と
な
く
、
•公
行
政 

が
.

1

宛
.の
人
に
對
し
て
富
の
豐
富
な
る
泉
源
を
開
き
、
自
餘
.の
‘市
'民
に
對
じ
て
之
れ
を
閉
づ
る
こ
と
な
く
、
又
、
.高
齡
.に
附
隨
せ
.る
^
.
-

' 

見
と
貪
慾
と
^

婚̂
を
支
配
す
る
こ
.と
が
な
れ
‘つ
た
な
ち
，ば

、
贫
產
は
自
か

.ら
•平
^

向̂
ひ
、
而
しV

共
の
過
度
：の^-
權
衡
は
存
せ
ざ
' 

る
に
.至
る
か
若
し
く
は
急
速
、に
減
少
す
可
き
で
あ
る
。(

^

p p. 

340-34.1.)

o
若
人
及
び
媒
婦
孤
兒
を
扶
助
し
、
而
し
て
資
奇
年
に 

對
し
.て
，資
金
を
貸
與
す
る
の
施
設
は
又
.不
平
等
を
除
去
す
る
に
資
す
る
所
大
な
る
可「

き
セ
.あ
る
6

コ
ン
ド

ル
.セ
ー
は
、
'這
般
の
施
設
を 

以
つ
て
、：社
會
的
權
力
若
し
く
は
侗
人
の
組
合
(O
'
孰
れ
か
に
依
つ
て
組
織
せ
.ら
る
を
得
可
き
も
の
と
思
惟
し
た

？
. 

^

 

3
4
4
.

)

0其
の
他
尙
ほ
這
般
0
.平
等

は

.
、

信

用

が

.永
く
大
資
產
.に
輿
鳳
せ
る
特
權
と
し
て
#
續
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
共
に
、
之
れ
を
' 

堅實の於い

.て
劣
れ
.る
签
礎
の
上
.に
置
く
こ
と
を
避
け
*
:又
、
產
業
の
進
步
、
商
業
の
活
動
を
し
て
更
ら
に
大
資
本
家
の
存
祐
ょ 

1/
1
1立
せ
、し
む
る
に
由
つ
て
確
保
せ
ら
る
X
を
得
可
き
で
あ
る
O
-
Qげ
茳
.へ
p
'oi
念

0
0 

.
,コ’ン
ド
.ル
セ
ー
は
、
敎
育
の
不
平
等
を
以
つ
て
、
社
食
の
あ
ら
ゅ
る
成
員
に
對
し
て
敎
育
の
限
度
を
擴
張
す
る
に
依
つ
て
減
少
せ
ら
，
 

る
可
き
も
の
と
觀
た
。
彼
れ
の
意
見
，に
據
れ
ば
.
.平
等
の
種
.々
な
る
原
因
は
孤
-*
:
せ
る
態
様
に
於
い
て
作
用
す
る
こ
と
な
く
、

「

_

1
は
,

_
:̂
_

. 1
_

祖

支

_

1

_
震

^
^

用
を
坐
ず
る
。
敎
育
が
更
ら
に
平
等
で
あ
；
な
ら
ば
’
楚
れ.
に
昨
つ
て
勤
努.
は
更
ら.
に

大

な

，
る
¥
等

を

取

得

し

更

ら

に

是

れ

に

，由

.0. 

て
；又

、
資

產

ば

.
一
層
平
等
と
爲
ぶ
、'而
し
て
、
財
產Q

小
摩
は
必
然
敎
育
の
平
等•
に
貢
献
す
る
。(

^
F P.  
3
400
0

.°
現
在
に
於
い
て- 

は
、
睫
も
開
明
な
る
國
家
に
往
つ
て
さ
へ
、
自
然
に
ょ
つ
て
才
能
を
賦
興
せ
ら
れ
た
る
者
の
五
十
分
の
ー
も
、.
之
，れ

を

發

達

せ

し
*1
>
る 

に
必
要
な
る
教
育
を
受
け
名
ゐ
な
い
。
將
來
に•
於
い
て
は
、
科
，學
の
境
界
を
擴
張
す
可
く
漣
命
づ
け
ら
れ
た
人
の
數
は.
著
し
く
1

し

冗
一
'ぐ
ぐ
：：

..V:

ハ
.ぎ

^
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二一

三八；}

.
、な
せ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

(lb

そ

：̂

ぶ3.) 。

科
學
‘

の
..

進
歩
は
警
技
術
の
_

を
確
保
し
、
.敎
育
技
術Q

進
步
は
又
雜
が
て
科
學
の

進

步

を
促
進
す
.る
o
.而
し
.て
這
般
の
相
互
的
燃
響
は
、
人
類
改
善
の
最
も
活
潑
£

て
最
も
強
大
な
る
多
數
の
原
因
中
に
伍
せ
し
め
ら
れ
な 

'け
れ
ば
な
ら
ぬ
。(ibid., 

p, 3
7
2
0
0

 

^

，
而

し

て

、

，

n
ン
ド
ル
セ
丨
は
、
.科
學
，

Q

進

步

並

：び
に
之
れ
よ
り
分
離
す
可
ら
ざ
る
諸
技
術
の

_

に
攸
賴
し
て
、
絕
ぇ
ず
人
口
稠
密 

S

を
高
め
つ
>
あ
る
土
地
の
、I

は
、
愈
々
有
用
な
る
か
^
し
.く
は
愈
‘々
，貴
重
I

消
费
財
の
大
量
を
I

す
，る
に
至
る
可
き
と
と 

を
期
待
し
た
の
で
あ
る
々
是
に
於
> 
て
、‘

々
益
.々
狹
隙
な
.る
土

地

は

更

ち

に

，
大

.な
、る
、激
想
お
し
く
は
更
ら
に
髙
き
儐
値
の
產
物
の
集 

#*
を
^
產
す
る
■に
'至
ら
し
め
ら
る
可
く
，•よ
、り

小

な

る

消

費

を

以
つ
て
ノ
よ
り
大
な
る
享
樂
は
取
得
せ

.ら
る
可
く
、

同

I

の
製
^

品
は 

、
，よ

り

づ

、
な

る

原

^
物
の
破
壤
に
t
し
て
與
へ
ら
れ
、
又
よ
り
長
く
使
用
叱
ら
る
X
.を
得

可

き

で

あ

：る
;0
斯
く
て
、
啻
だ
に
同
.一
面
镇
の 

土
地
が
更
ら
に
多Y

C

個
人
を
養
ふ
可
き
.の
み
な
ら
ず
.
洛̂
個
人
は
勞
す
，る
所
更
ら
に4

な
.く
し
.て
1
更
ら
に
唐
的
な
る
方
屈
r
-
A、
 

い
て
勞
'作
し

而

し

S

ら
に
好
く
其
の
飲
望
.を
‘滿
足
す
る
を
得
可
き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
人
間
の
能
力
と
共
の
欲
望
と
の
補
て 

萸
ら
に
有
羽
な
各
»1
合
を
坐
ず
可
き
這
箇
勤
勞
と
宰
福
と
-の
進
歩
裡
に
往
乃
て
、相
次
げ
る
各
世
代
は
更
ら
に
多
様
の
蓄
.攢
を
所
有
し
、 

.人
口
は
著
じ
く
增
加
し
、
而
し
て
是
れ
等
の
改
善
と
増
加
の
原
理
は
、
.其
の
不
斷
の
作
用
に
曲
つ
て
、
遂
に
は
類
廢
蟲
瓌

I

來
す 

ご
ど
.が
.あ
り
は
し
な
か
ら
ぅ
か
。
人
口
の
增
加
.が
其
の
坐
存
資
料
の
增
加
よ
り
V
大
で
あ
り
、
縦
し
、
••福
祉
^
人
口
と
の
持
續
的
減
少 

.を
來
し
.、
眞
に
後
退
を
行
は
な
い
ま
で
.も
、

v>
ノ
く
•と
も
吉
I

に
，於
け
名
一
種
の
.搖

動

を

來

さ

し

む

名

の

時
代
が
終
に
は
到
來
し
か
け 

れ
ば
な
ら
ぬQ

で
は
あ
る
ま
い
か
。
此
の
時
期
に
到
達
せ
る
社
看
に
於
け
る
這
般
の
搖
動
は
ハ
或
る
程
度
ま
で
週
期
的
な
る
窮
泛
の
常
，
 

住
の
原
因
で
は
t

ま
い
か
。
そ
は
、
あ
ら
ゆ
る
改
禁
不
可
能
虞
る
可
き
賢
を_

し
、
人

間

驚

餐

含

が

、
拖
數
の
世
紀 

:中
に
韵
達
し
得
る
所
で
杜
ぁ
る
が
、
-;
而
も
、
斷
じ
て
.之
れ
を
超
ぇ
て
進
む
こ
と
能
は
ざ
る
段
階
を
割
す
石
も
の
で
ば
t

ま

い

か

.
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然
し
な
が
ら
、
コ
ン
ド-
ル
'セ
ー
は
、
斯
く

の

如

.
き
時
が
、
何
時
か
は
到
來
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
，も
、
そ
は
、

i

然
頗
る
遠
い
年 

、代-
に
於
い
て
r
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
又
、
其
の
間
に
於
い
て
、
人
類
は
、
確
然
、
菩
人
が
現
在
に
於
い
て
殆
ん
ど
何
等
の
.觀
念
を
も
形 

丨
成
ず
る
と
，と
を
得
ざ
る
知
識
と
開
明
の
程
度
に
"到
達
す
可
き
，で.
あ
る
と
者
へ
た
。
彼
れ
は
問
う
た
、
何
人
か
、
，他
日
、】
兀
素
を
變
じ
て
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人
間
の
使
用
に
適
す
る
實
體
た
ら
し
む
る
の
術
に
’よ
づ.
て
齎
さ
れ
得
可
き
所
の.
も
の
を
歌
て
豫
想
せ•
ん
と
す
る
か
と
。

P
,  

357-35

000
0

而
し
て
、
縱
令
ひ
、
人
口.
が
結
局
、
自
然
に
よ
っ
て
冷
酷
に
此
の
地
球
上
に
置
か
，れ
た
這
般
の
限
坭
に
到
達
す
る
が
如
#
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广

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
*
吾
人
に
し
て
若
し
此
の
時
期
に
嵛
き
立
つ
て
、
理
性
の
'進
涉
が
科
學
の
進
歩
と
相
並
ん
で
行
進
.す
对
き
こ 

と
、
迷
信
，の
無
稽
な
る
偏
見
が
道
今

I

中
に
"
之
れ
を
淨
化
し
上
昇
せ
し
む
る
こ
と
な
<,
じ
て
却
っ
て
之
れ
を
汚
辱
し
墮
落
せ
し
む
る
峻 

.
嚴
を
注
人
す
る
こ
と
な
き
に
至
シ
可
き
こ
と
、
.人
々
が
猶
ほ
.未
だ
存
在
す
る
こ
^
の
な
い
被
造
物
に
對
し
て
截
務
を
有
す
る
な
ら
ば
、 

斯
く
の
如
き
義
務
は
跫
れ
等
の
も
の
に
存
，在
を
興
ふ
る
に
非
ず
し
て
ノ
库
蹰
を
與
ふ
る
に
存
し
"
而
し
て
這
般
の
_
務
の
目
的
处
、
人 

間
種
屬
若
し
く
は
彼
れ
等
の
‘生
活
す
る
社
#
、
彼
れ
緣
の
屬
す
る
家
族
の
;

般
的
安
泰
で
省
っ
て
、
庇
の
地
球
に
負
は
し
む
る
に
無
用
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且
つ
‘不
幸
な
る
被
造
物
を
以
つ
，て
せ
ん

'と
す
る
幼
稚
な
る
觀
念
に
非
ざ
る
こ
と
を
、.
人

.々

が
悟
了
す
可
き

こ

と

を

想
像
す
る

な

ら

ば
、 

人
類
の
幸
福
若
し
く
は
其
，'の.
無
際
限
な
る
完
全
性
の
孰
れ
に
對
し
て
も
恐
る
*
可
き
何
物
も
生
ず
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
、 

•
生
存
資
料
の
可
能
な
る
高
に
對
し
、
從
っ
て
叉
、
最
大
可
能
な
る
；

<

ロ.
に
對
し
て
限
界
が
存
し
得
可
き
で
あ
る
が
、
而
も
、
坐
を
享
け 

た
る
被
造
物
の
茜
し
く
自
然
に
反
し
、，
社
會
的
繁
榮
に
背
け
る
早
期
の
破
壞
は
之
れ..
よ
A
し
て
.坐
ず
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ら
う
0 

lo.

.̂
 35

00-35900.

即
ち
、n

v

ド
ル
セ
ー
は
、
生
存
資
料
の
問
題
が
技
術
及
，び
科
學
の
進
步
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
れ
な
か
っ
た
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と
し•て
も
、
人
ロ
;«
產
兒
制
限
に
よ
っ
て
#
制
せ
ら
る
、可
き
で
あ
っ
て
、
贘
胎
及
び
殺
兒
の
殘
忍
野
蠻
な
る
方
法
に
よ
っ
て
過
剩
人
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解
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丸

ニ

. (

一
二
四
o) 

た
減
少
せ
し
办
る
.の
必
要
は
存
せ
ざ
.る
可
ぎ
も
の
.
觀̂
た
_の
で
あ
.る
。
' 

-

,.

n
■ン
ド
.ル
セ
1
は
又
-
保
健
藥Q,

進
歩
、
更
ら
•に
健
圣
：な
る
食
物
及
び
住
宅
の
他
用
、
適
度
.の
連
動
に
出
つ
て
體
‘カ
を
發
達
せ
し
.む

.

,

«
 

為
 

_
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/

可
き
生
活
方
法
、
'最
後

匕

拟

、
衰
顏
の
最
能
，動

的

な

る

ニ
原
因
、
•即
ち
困
窮
と
過
大
な
る
富
の
廢
滅
.が
、
病
患
を
滅
絕
し
’
人
間
の
坐
：'
. 

命

，を

無

限

に

延

長

十

可

き

こ

と

を

信

じ

た

-0
廣
ひ
も
な
<
、<

 
問
は
不
死
と
爲
る
と
と
は
な
い
，で
あ
ら
ぅ
が
、
而
も
*
彼
れ
が
坐
を
享 

け
た
瞬
間
と
、
.彼
れ
，が
疾
病&,
く
、
事
故
な
く
、
自
然
に
、
屯
存
す
る
の
困
難
を
感
ず
，

る
#:

通
の
時
期
と
の
間
の
'隔
り
は
.必
然
絶
え
ず
. 

增
加
せ
ら
る
、
を
得
可
き
で
あ
.る
。(ibid., p. 

3
7
9
-
3
09
0
o此
の
點
は
往
か
-
本
著
を
酷
！k

す
る
密
に
よ
つ
で
、
此
の
陵
も
愚
劣
な

f. 

/ 

r 

, 

^

，る
書
め
韻
も
妄
想
的
な
も
部
分
と
嘲
笑
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
が
、
而
も
、
人
間
はf'

力
の

進

步

と

共

に

、
.其
の
坐
命
を
延
長
す
る
こ
と 

を
得
て
'
恐
ら
く
は
不
死
に
、達
す
る
こ
と
す
ら
あ
り
得
可
き
で
あ
る
i
想
像
せ
る
ゴ
ゥ
ド
ゥ
ィ

‘，
ン
、
に

此

す

る

^
は

、

寧
ろ
空
想
的
分
子

—

1 

V 

* 
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を
含
む
こ
と
少
な
き
も
の
と
稱
す
る
を
得
可
き
で
あ
る
。(William G

o
d
w
i
n

 A
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u 
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g
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珥
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VOL ii,1793, 
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か

，

斯
ズ
て
、
彼
れ
は
、
暮
也
迫
る
大
伽
藍
裡
に
響
く
視
_
の
聲
に
名
似
た
る
莊
嚴
な
る
語
を
殘
し
て
、
人
類
進
步
の
赫
.L
1-
歷
史
給
卷

を
終
る

.0

. 

‘
'

:
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ア
レ
ザ
ィ(

E
u
e

 H
a
M
v
y
)

は
、
進
歩
理
論
及
び
歷
史
雜
學
の
想
念
を
以
つ
て
、
第
十
八
世
紀
思
想
に
對
す
る
*
換
言
す
れ
ば
啓 

.蒙
勢
學
に
對
す
る
反
動
に
鉴
け
る
も
の
と
看
做
す
ジ
1
ン
，•
ス
チ
,
ア
ー
ト
•ミ
ル
の
見
解
を
信
ず
可
，か

ら

ざ

る

も

の

と

論

じ

.
f
,ン
•
シ 

,モ
ン
學
錐
及
び
オ
ー
ギ
ユ
ス
ト
•
コ
ン
ト
は
其
の
她
步
の
哲
學
を
チ
ュ
ル
コ
わ
及
び
尸
ン
ド
>
セ
'丨
に
_負
ひ
、
而
し
て
"ジ

JC
.
1ム
'ズ
• 

ミ
ル
は
、
其
の
文
.筆
に
從
事
せ
る
最
初
よ
り
し
て
、
彼
れ
が
根
本
的
の
も0

と
信
.じ
た
學
說
、
即
ち
、
人
間
種
屬
は
本
質
的
に
売
成
せ

ら
れ
、
若
し
く
は
進
歩
し
#
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
學
說
を
"
恐

ら

く

ハ

ー

ト
リ
ィ
、
プ

リ

1

ス
ト

'リ
ィ
及
び
ゴ
ツ

.
Kウ
ィ
ン
に
對
す 

■る
^
少
乂
.と
も
等
し
く
-"
.
?
vドへ
ル
：セ
._1..-.
に
.氣
，ふ
も
.の
で
あ
.ら
ぅ
と
說
い
：.て
ゐ
る

:.
0:-( The'Growth, of
' pidlosophoRadicaHsm, 

_
t
l
. 

by M
a
r
y
、M

o
u
s
,
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o
而
し
て
コ
ン
ド
ル
セ
ィ
自
身
は
、

•

X
間
趣
屬
の
.無

限

の

完

全
性
に
關
す
る
學
說
の
最
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•
•
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初
に
し
て
且
つ
最
著
名
な
る
.使
徒
を
以
つ
て
、
チ
ユ
ル
ゴ

.ォ

.、
' ブ
..ライ
ス

-及
び
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ィ
と
做
し
’
て
，ゐ
る
。

(Esq&se, op. 

C
F 

P
I 

S
7
0
。

サ
，ン•

シ
モ
V
は
一
般
的
知
識
の
過
去
及
び
現
莅
の
歷
史
を
著
さ
ん
と
す
各
の
考
へ
を
初
め
て
懷
い
た
者
は
コ
ン
ド 

ル
セ
ー
で
あ
つ
た
と
記
し
て
ゐ
る
。
唯
だ
彼
れ
.は
、
コ
シ
ド
ル
セ
ー
の
許
窗
は
崇
高
で
は
あ
づ
た
が
、
其
の
實
行
は
無
價
値
で
あ
ク
た
. 

と
觀
て
ゐ
る 

o
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00 
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レ
ト
は
又'

n

ン

ド

ル

セ

ー
の

『

下
圖』

に
'於
い
て
、
人
類
の
社
會
的
»
步
0
科
學
的
想
念
は
遂
に
明
確
に
表
明
せ 

ら
れ
た
士
識
美
し
て
居
つ
た
。(Auguste Comte,: Coursde p

B.osophie positive, 

100
3
,
5
-

18.52,: iv, 

p
v
 252-263.〕

o 而
し
て
'、

.;
:.
-
.後

年

お

歷

泱

學

派-0
渤
:«
看

：に0
:
:
:
經
：濟
;«
出
次
第
咚
霖
視
：翁
ら
る
,

；；に 

然
經
過

-1
.來
る
可
き
概
準
盼
發
達
勝
段
を
發
見
せ
ん
.と
す
る
0
企
圖
は
又
、A

n
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の
著
者
ア
ダ
ム
•
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン

(

.>d
i
m

 Fel!gllspn)

及
び
彼
れ
コ
ン
ド
ル

.セ
ー
に
於
い
て
北
ハ
の
先
驅
者
を
看
出
し
.得
可
き
で
あ
る
-0

十
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本
書
初
版
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八
ッ
，折
刺
三
百
八
十
九
貝
ょ
ゎ
成
る

'.
0
初
版
祁
版
.の
部
.は
諸
權
威
に
ょ
.
0て
、或
砂
は
.一
千
七
.百
九
十
四
平
と
記
さ
れ
、

-

或
ひ
は
一
千
七
.百
九
十
31
年
と
錄
さ
れ
て
ゐ
る
.0
'
斯
く
ぬ
洳
き
相
違
を
生
じ
た
こ
と
は
恐
ら
く
初
版
本
が
其
の
扉
に「

共
和
國
第
三
年」

,
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b
l
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と
誌
叱
る
所
.よ
り
生
じ
た
も
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.'で
あ
ら
ぅ
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.本
書
；̂
幾
度
.び
加
版
を
重
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百
九
十
八
ハ
や

ゾ
に
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早
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第
四
版
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千

八

百0四
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版
ニ
十
一
册
本
全
集
.並
'び
，に
一
千

乂

百

個

十

七

—

九
年
版
十
ニ#*
本
荃
集
冲
に
加
へ
- 

.
へ*
版
經
濟
書
解
題 

_
 

. 

, 

■ 

九

三

‘ (

ニI

四一
)



.
古
歧
經
濟
書
解
題
：

.

.

1 

* 

九‘gt 

(

二I

四
.

I
D

 

' 

ら
れ
.て
ゐ
る
。
現
在
に
於
：S
Vは
>
本

著

は

、

，
此
.の
.最
後

の

もQ
、

即
ち.オ
1
ゴ
ン
ノ- (

A
;

 Condorcet Q
c
o
n
n
o
r
〕
'

及
び
ア
ラ

' 
y

 
(M

.  
,
 

I

 醫

 

I

 

i

.

 

ol

f

l

f

 
I

f

I

 で
ぁ

.. 

. 

. 
二
.
.
'
.
. 

- 

V 

. 

• 

-
-
-
-
- 

•

'本
項
中.に
は
、：
コ
ン
ド
ル
セ
ー
‘の
肖
像
及
び
自
奢
並
か
に『

下
圖』

初
版
‘の
扉
-を
複

寫

し

て

揭

げ

る

と

と

、
し
た

0
O
swald Dutch, 

G
e
r
m
a
n
^
N
e
x
t

 

Aims, 

1939.

登

込
丨
歐
洲
に
於
け
る
獨
逸
の 

'勢
は
何
處
の
地
に
昀
け
も
れ
-

.

.

.

.
て
；;'
:
.
';:
-
'
,
:
/'
: 

■>
 

ニ
'
:
'
.
-
. 

V 

^

昨
年
三
月
の
塽
太
利
合
邦
ノ
九
月
の
ズ
デ
丨
テ
シ
併
'合
•
次
い
で
今
年
三
月
の
全
チ
エ
コ
廳
的
解
體 

f 

: 

進
出
擴
大
は
誠
に
目
覺
し
I

の
が
あ
り
、
爲
め
に
歐
洲
全
土
は
.

I
す
る
に
至
つ
たo

獨
逸
の
吹
の
攻
f

i

l

l
け
ら
れ 

■
る
で
I

ぅ
か
、
典
Q
.
Sは
多
年
S

案
た
I

ク
ラ
ィ
ナ
に
向
ふ
•か
、
或
は
更
に
バ
ル
カ
ン
を
南
下
す
.る
か
、
又
は
.
5し
て
皮 

蘭
に
？

、
.ダ
ン
.チ
ッ
ヒ
自
由
市
及
廻
廊
地
帶
の
還
附
要
.求
と
な
る
か
、「

獨
逸
•の
次
の
目
標」

は

疋

に

裳

的

想

の

對

f

な
つ

 ̂

m

l

、
I

!

?

れ

た

写

t

l

!

.

.
ぁ
っ
.た
。
I

I

 

巡
n

係
1

み
に
.惡.
化
し
、.
他
方
英
國
善
班
，と
し.
て
，
佻
•
蘇
益

中
歐
諸
小
國
I

H

菱

i

.

t

l

l

l
へ
参
力
に_

f
 
f
奈

、
£

編

赞

農

I,

ぬ
も
の
1

取

.

斯
く
し.
て
I

の
情
勢
は
響
し
く
緊
張
を
承
し
、籥
を
間
に
狹
ん
で
獨
I

英
•
佛
I

對
立
が
漸
次
響
點
に
近
I

つ
、
あ 

ぇ
戈
時
、

又
：し
て
|

ッ
ト
ラ1
,
の

切

札

的

行

爲

と
じ
て
、
世

界

各

國I

然

たI
•
に

、
突

如

と
レ
て
去
る
八
月
十
九
■日
獨
.

I

I
商

協

定

の

成

證

表

1

、
引
續
き〕

一

十
四
日
兩
響
十
箇
年

.謹

を

I

侵
略
條
約

が
調
印
せ
ら
れ
た
。
.此
の

Oswald Dutch, German

-̂szexTAims, 1939. 
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